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財源確保のため有料広告を掲載しています。広告の内容に関するお問い合わせは直接広告主へお願いいたします。広告面

16 13 12 10 468 21718

「広報北名古屋」は、再生上質紙（古紙配合率 70％以上）を使用しています。
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平和への想いをのせて

平和夏まつり「平和風船飛ばし」
文化勤労会館 文化の森
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今
回
の
調
査
は
、
平
成
27
年
10
月

１
日
現
在
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す

べ
て
の
人
お
よ
び
世
帯
が
対
象
で

す
。

　調査の内容は、「男女の別」、「出生の年月」、「就業状態」、「従業地または通学
地」、「住居の種類」など全部で 17項目です。
10月 1日現在のみなさんの状況を回答してください。

　国勢調査員は、市の推薦に基づいて総務大臣が任命した非常勤の国家公務
員です。国勢調査員がお宅を訪問するときには、国勢調査員証と腕章を身に
つけています。
※国勢調査を装った「かたり調査」には十分ご注意ください。

　国勢調査では、統計法によって、厳格な個人情報保護が定められています。調査員
をはじめとする国勢調査に従事する者には、統計法による守秘義務が課せられていま
す。
　調査票に記入していただいた内容は、統計の作成以外に使用することはありません。

お問い合わせは、総務課（西庁舎）へ。

ス
マ
ー
ト
国
勢
調
査
！

　平
成
27
年
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

今
回
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
回
答
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
日
本

の
未
来
を
描
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
に
、
平

成
27
年
国
勢
調
査
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
先
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を
受
け
付

け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
さ
れ

な
か
っ
た
世
帯
に
は
紙
の
調
査
票
を

配
布
し
て
調
査
を
行
い
ま
す
。
紙
の

調
査
票
は
、
調
査
員
に
直
接
提
出
い

た
だ
く
か
、
郵
送
で
も
提
出
い
た
だ

け
ま
す
。

　
９
月
10
日
か
ら
、
調
査
員
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
た
め
の
書
類
を

お
配
り
し
ま
す
の
で
、
９
月
20
日
ま

で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答

い
た
だ
い
た
世
帯
に
は
、
紙
の
調
査

票
に
記
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
そ
の
後
調
査
員
の
訪
問
は
あ

り
ま
せ
ん
。

平成27年
　国勢調査における調査の流れ

　
調
査
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
令

に
そ
の
利
用
が
定
め
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
社
会
福
祉
、
雇
用
政
策
、
生
活

環
境
の
整
備
、
防
災
対
策
な
ど
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
の
た
め
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。

調
査
の
対
象
は
？

調
査
結
果
は
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ

る
の
？

ど
う
や
っ
て
回
答
す
れ
ば
い
い
の
？

い
つ
か
ら
回
答
で
き
る
の
？

調査内容

国勢調査員とは

調査票の記入内容は厳重に守られます

10 月 1 日（木）
　  ～ 7 日（水）
調査員に提出
または
郵送で提出

回答完了

9 月 10 月

9 月 10 日（木）
　～ 12 日（土）
インターネット
回答用 IDを
世帯に配布

オンライン調査先行方式
9 月 10 日（木）～ 20 日（日）
パソコンやスマートフォンから
インターネット回答

　9 月 26 日（土）
　　～ 30 日（水）
インターネット回答の
なかった世帯に
調査票を配布
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0570（20）0178

マイナンバーコールセンター
（全国共通ナビダイヤル）

対応時間
午前 9時 30分～午後 5時 30分
（土・日・祝日・年末年始は除く）

コールセンターを
利用できます

　住民票を有するすべての方に 12桁の個人番号が、「通知カード」により通知されます。
　平成 28年１月以降、勤務先、行政機関等で各種届出・申告において個人番号を記入する機会が増えますので、届
きました「通知カード」は紛失しないよう大切に保管してください。

マイナンバーキャラクター

○個人番号は紙製の「通知カード」により通
知され、住民票の住所へ地方公共団体情
報システム機構から郵送されます。

○個人番号カードは、申請により交付される顔写真付きのカードで、本人確認のための身分証明書として使えるほ
か、ICチップが組み込まれており、多目的な利活用ができる仕組みとなっています。

○これまでの住民基本台帳カード（以下「住基カード」といいます）は、平
成 27年 12月で交付・更新が終了します。特に住基カード搭載の電
子証明書の交付・更新は平成 27年 12月 22日までとなります。
○平成 27年 12月までに交付・更新された住基カードおよび電子証明
書は、有効期間までは引き続き使うことができます。
○住基カードは、個人番号カードとの重複所持はできませんので、個人
番号カードの交付を受ける場合は、住基カードを回収します。

が始まります

表　面 裏　面

1234  5678  9012

●このカードを拾得された方は、お手数ですが、下記連絡先までご連絡ください。
　《連絡先》個人番号カードコールセンター　0570-××-××××（24時間受付）

個人
番号

氏名　番号　花子

●法律で認められた
者以外の者が個人番
号をコピーすること
は、法律で禁止され
ています。また、記
載事項を改ざんした
者は、法律により罰
せられます。

平成 5 年 3 月 31 日生

10月から個人番号（マイナンバー）を通知します

通知カード（イメージ）

表　面 裏　面

個人番号カード（イメージ）

住民基本台帳カードの今後の取扱いについて住民基本台帳カードの今後の取扱いについて

○個人番号カードの交付希望者は、「個人番号カード交
付申請書」および「ご案内」が、通知カードに同封さ
れていますので、申請書に規定の写真を貼付して地
方公共団体情報システム機構へ郵送します。
○申請者へは平成 28年 1月から順次、交付通知書を
郵送します。届きましたら市役所市民課において本
人確認を行った上、個人番号カードを交付してまい
ります。
○個人番号カードの作製は、地方公共団体情報システ
ム機構で一括対応していますので、市役所での即日
交付はできず、交付までは日数を要します。
○個人番号カードは、初回交付手数料は無料ですが、
再交付の手数料については有料を予定しています。
○個人番号カードと通知カードとの重複所持はできま
せんので、個人番号カードの交付を受ける場合は、
通知カードを回収します。

マイナンバー制度
（社会保障・税番号制度）

1234  5678  9012個人番号

氏名

住所

発行

性別

○ ○ 県 ■ ■ 市 △ △ 町 ◇ 丁 目 ○ 番 地
▽ ▽ 号

番号花子

平成  5 年  3 月 31 日生
平成 27 年 10 月 ×× 日

女 ■■市長

1234567890

通知カード

愛知県
北名古屋市
2019 年　5月25 日まで有効

平成 18年 3月 20 日

住民基本台帳カード

北名古屋　太郎
北名古屋西之保清水田 15番地

北名古屋市役所市民課 TEL0568-22-1111

男性別生年月日

氏　　　名

住　　　所

連絡先

●この通知カードは、身分証明書として使用することはできませ
ん。
●法律で認められた者以外の者が個人番号をコピーすることは、
法律で禁止されています。また、記載事項を改ざんした者は、
法律により罰せられます。
●このカードを他人に貸与または譲渡することはできません。
●このカードを紛失された方は、下記連絡先までご連絡ください。
　《連絡先》個人番号カードコールセンター　℡0570-××-××××

●臓器提供意思（1脳死後及び心停止した死後／ 2心停止した死後のみ／ 3提供せず）
（1・2で提供したくない臓器があれば×）（心臓・肺・肝臓・腎臓・膵臓・小腸・眼球）

番号　花子

署名年月日　　　　年　　　月　　　日 番号　花子署名特記欄

サインパネル領域

年　月　日 ■■市長
2026年3月31日まで有効

氏名

住所

性別

○○県■■市△△町◇丁目○番地▽▽号

平成 5 年 3 月 31 日生
女 ｾｷｭﾘﾃｨｺｰﾄﾞ

1234

個人番号
カード

「個人番号カード」を希望する方に交付します

問合せ　市民課

　マイナンバー制度は、国民の利便性を高め、公平・公正な社会を実現することを目的とした制度で、「公平・公正な
社会の実現」「国民の利便性の向上」「行政の効率化」の 3つの効果が期待されています。
　個人番号（マイナンバー）の主な利用範囲は、法律に規定された社会保障・税・災害対策などの限られた業務とされ
ています。また、市区町村が個人番号を独自に利用する場合には、社会保障・税・災害対策に類する業務であり、条
例に定めることが必要とされています。
　個人番号の利用は、平成 28年 1月から開始します。

○個人番号は１人に１つの番号で、生
涯にわたって使うものとなります。

○通知カードは身分証明書として
使用することはできません。

○紛失等による通知カードの再交付手数料については有料を予定しています。また、通知カードの作製は地方公共団体情報
システム機構が行うため、再交付には日数を要します。

マイナンバー制度とは
平成28年 1月から利用開始

大切に保管してください

身分証明書として使える

マイナちゃん
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0570（20）0178

マイナンバーコールセンター
（全国共通ナビダイヤル）

対応時間
午前 9時 30分～午後 5時 30分
（土・日・祝日・年末年始は除く）

コールセンターを
利用できます

　住民票を有するすべての方に 12桁の個人番号が、「通知カード」により通知されます。
　平成 28年１月以降、勤務先、行政機関等で各種届出・申告において個人番号を記入する機会が増えますので、届
きました「通知カード」は紛失しないよう大切に保管してください。

マイナンバーキャラクター

○個人番号は紙製の「通知カード」により通
知され、住民票の住所へ地方公共団体情
報システム機構から郵送されます。

○個人番号カードは、申請により交付される顔写真付きのカードで、本人確認のための身分証明書として使えるほ
か、ICチップが組み込まれており、多目的な利活用ができる仕組みとなっています。

○これまでの住民基本台帳カード（以下「住基カード」といいます）は、平
成 27年 12月で交付・更新が終了します。特に住基カード搭載の電
子証明書の交付・更新は平成 27年 12月 22日までとなります。
○平成 27年 12月までに交付・更新された住基カードおよび電子証明
書は、有効期間までは引き続き使うことができます。
○住基カードは、個人番号カードとの重複所持はできませんので、個人
番号カードの交付を受ける場合は、住基カードを回収します。

が始まります

表　面 裏　面

1234  5678  9012

●このカードを拾得された方は、お手数ですが、下記連絡先までご連絡ください。
　《連絡先》個人番号カードコールセンター　0570-××-××××（24時間受付）

個人
番号

氏名　番号　花子

●法律で認められた
者以外の者が個人番
号をコピーすること
は、法律で禁止され
ています。また、記
載事項を改ざんした
者は、法律により罰
せられます。

平成 5 年 3 月 31 日生

10月から個人番号（マイナンバー）を通知します

通知カード（イメージ）

表　面 裏　面

個人番号カード（イメージ）

住民基本台帳カードの今後の取扱いについて住民基本台帳カードの今後の取扱いについて

○個人番号カードの交付希望者は、「個人番号カード交
付申請書」および「ご案内」が、通知カードに同封さ
れていますので、申請書に規定の写真を貼付して地
方公共団体情報システム機構へ郵送します。
○申請者へは平成 28年 1月から順次、交付通知書を
郵送します。届きましたら市役所市民課において本
人確認を行った上、個人番号カードを交付してまい
ります。
○個人番号カードの作製は、地方公共団体情報システ
ム機構で一括対応していますので、市役所での即日
交付はできず、交付までは日数を要します。
○個人番号カードは、初回交付手数料は無料ですが、
再交付の手数料については有料を予定しています。
○個人番号カードと通知カードとの重複所持はできま
せんので、個人番号カードの交付を受ける場合は、
通知カードを回収します。

マイナンバー制度
（社会保障・税番号制度）

1234  5678  9012個人番号

氏名

住所

発行

性別

○ ○ 県 ■ ■ 市 △ △ 町 ◇ 丁 目 ○ 番 地
▽ ▽ 号

番号花子

平成  5 年  3 月 31 日生
平成 27 年 10 月 ×× 日

女 ■■市長

1234567890

通知カード

愛知県
北名古屋市
2019 年　5月25 日まで有効

平成 18年 3月 20 日

住民基本台帳カード

北名古屋　太郎
北名古屋西之保清水田 15番地

北名古屋市役所市民課 TEL0568-22-1111

男性別生年月日

氏　　　名

住　　　所

連絡先

●この通知カードは、身分証明書として使用することはできませ
ん。
●法律で認められた者以外の者が個人番号をコピーすることは、
法律で禁止されています。また、記載事項を改ざんした者は、
法律により罰せられます。
●このカードを他人に貸与または譲渡することはできません。
●このカードを紛失された方は、下記連絡先までご連絡ください。
　《連絡先》個人番号カードコールセンター　℡0570-××-××××

●臓器提供意思（1脳死後及び心停止した死後／ 2心停止した死後のみ／ 3提供せず）
（1・2で提供したくない臓器があれば×）（心臓・肺・肝臓・腎臓・膵臓・小腸・眼球）

番号　花子

署名年月日　　　　年　　　月　　　日 番号　花子署名特記欄

サインパネル領域

年　月　日 ■■市長
2026年3月31日まで有効

氏名

住所

性別

○○県■■市△△町◇丁目○番地▽▽号

平成 5 年 3 月 31 日生
女 ｾｷｭﾘﾃｨｺｰﾄﾞ

1234

個人番号
カード

「個人番号カード」を希望する方に交付します

問合せ　市民課

　マイナンバー制度は、国民の利便性を高め、公平・公正な社会を実現することを目的とした制度で、「公平・公正な
社会の実現」「国民の利便性の向上」「行政の効率化」の 3つの効果が期待されています。
　個人番号（マイナンバー）の主な利用範囲は、法律に規定された社会保障・税・災害対策などの限られた業務とされ
ています。また、市区町村が個人番号を独自に利用する場合には、社会保障・税・災害対策に類する業務であり、条
例に定めることが必要とされています。
　個人番号の利用は、平成 28年 1月から開始します。

○個人番号は１人に１つの番号で、生
涯にわたって使うものとなります。

○通知カードは身分証明書として
使用することはできません。

○紛失等による通知カードの再交付手数料については有料を予定しています。また、通知カードの作製は地方公共団体情報
システム機構が行うため、再交付には日数を要します。

マイナンバー制度とは
平成28年 1月から利用開始

大切に保管してください

身分証明書として使える

マイナちゃん
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　かつての高度経済成長期、おもに全国の大
都市近郊では急激な人口の増加に伴い、さま
ざまな公共施設が建設されました。年月が
経ったいま、老朽化による公共施設の改廃が
各自治体で課題となっています。
　北名古屋市でも、名古屋市のベッドタウン
として子どもの数が増え始めた昭和 40 年代
半ばに、東給食センターと西給食センターが
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として子どもの数が増え始めた昭和 40 年代
半ばに、東給食センターと西給食センターが

１　安全・安心な学校給食 ２　栄養バランス・多様性に配慮した学校給食
３　食育の推進 ４　経済性・効率性に配慮した整備・運営

問合せ　給食センター☎（27）4700問合せ　給食センター☎（27）4700所在地　北名古屋市北野小柳 27番地所在地　北名古屋市北野小柳 27番地

4 つの基本方針と４つの特徴4つの基本方針と４つの特徴
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特徴２　ドライシステムの導入

　ドライシステムとは、床に水を流さない構造の施
設・設備、機械・器具を使用し、常に床が乾いた状
態で作業するシステムです。
　これにより、雑菌の繁殖や床から跳ね返った水に
よる食品への食中毒菌の二次汚染を防ぐことができ
ます。また、水の使用量を少なくできるなど、衛生
面だけでなく経済的にもメリットのあるシステムで
す。

特徴４　食物アレルギーへの対応

　昨今、特定の食材によってはアレルギー反応を示
す子どもがみられます。こうした食物アレルギーへ
の対応として、新給食センター内にアレルギー調理
室を設け、適切な食材を使って、個別に対応した給
食がつくられるようにします。

　ハサップとは、原材料の受け入れから最終製品
までの各工程ごとに、微生物による汚染や異物の
混入などの危害を予測したうえで、危害発生の防
止につながる特に重要な工程を連続的・継続的に
監視・記録することで、製品の安全性を確保する
衛生管理方法です。
　新給食センターではこの考え方を取り入れた設
備にすることで、これまでより安定的で安全に給
食の提供ができるようにします。

特徴１　HACCP（ハサップ）の考え方
（Hazard Analysis and Critical Control Point）

特徴３　汚染区域と非汚染区域の明確
　　　　な分離
　食材搬入から調理への過程で、食材だけが各エリ
アを移動し、人が行き来をしないことで施設内の相
互汚染を防ぐ「パススルー方式」を採用しました。調
理が進むにつれ汚染区域から非汚染区域（清潔区域
から高度清潔区域）へと衛生管理が厳しくなります。

野菜を専用の下処理室で
洗浄します。
野菜を専用の下処理室で
洗浄します。

搬入された食材の検品を
行います。
搬入された食材の検品を
行います。

肉・魚を専用の下処理室
で調理します。
肉・魚を専用の下処理室
で調理します。

蒸気回転釜で煮るなどの
調理を行います。
蒸気回転釜で煮るなどの
調理を行います。

食物アレルギー対応食を調
理します。
食物アレルギー対応食を調
理します。

洗浄された食器や食缶をコ
ンテナに収容し消毒保管し
ます。

洗浄された食器や食缶をコ
ンテナに収容し消毒保管し
ます。

サラダなどの和え物を調
理します。
サラダなどの和え物を調
理します。

食器、食缶、コンテナを専
用の洗浄機で洗浄します。
食器、食缶、コンテナを専
用の洗浄機で洗浄します。

食材の搬入～調理～配送の流れはこうなっています食材の搬入～調理～配送の流れはこうなっています

食材の搬入は、野菜・果
物などと肉・魚に分かれ
て行います。

食材の搬入は、野菜・果
物などと肉・魚に分かれ
て行います。
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新給食センター オープン新給食センター オープン

　食は子どもたちの成長や健康な
生活の最も基本となる要素のひと
つです。新しい給食センターで
は、より安全で安心な給食を子ど
もたちに提供していきます。
　また、地元で収穫される食材を
用いた地域との関わりや食事の重
要性を学ぶなどの、食育にも寄与
する施設としての役割も担ってい
きます。
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給食の提供とともに給食の提供とともに

長年稼働の２給食センターを統合長年稼働の２給食センターを統合

特集特集

建てられ、40年以上にわたり小・中学校や保育園などへ給食を提供してきました。この間、施設や内部の機器などの老朽
化、施設の耐震性、現在の学校給食衛生管理基準への適応などが課題となっていました。
　そこで、両給食センターの今後の維持管理などにかかる費用を踏まえ、設備の更新と、給食サービスの均一化や調理コス
トの適正化などを図るために、両施設を統合して新たな給食センターを建設しました。
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　新給食センターの建設や運営にあたっては、４つの基本方針を掲げています。また、新しい施設や設備については、学校
給食衛生管理基準に適応するように、以下の主な特徴を備えています。
　新給食センターの建設や運営にあたっては、４つの基本方針を掲げています。また、新しい施設や設備については、学校
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　先月号の北名古屋市総合運動広場（北名古屋
稲葉篤紀ふるさと広場）のオープンに続いて、
８月 10 日に竣工し、２学期から稼働する給
食センターについてお知らせします。

　先月号の北名古屋市総合運動広場（北名古屋
稲葉篤紀ふるさと広場）のオープンに続いて、
８月 10 日に竣工し、２学期から稼働する給
食センターについてお知らせします。

施設概要
○敷地面積　10,889.15 ㎡
○延床面積　4,658.10 ㎡
○建屋構造　鉄骨造鋼板葺２階建
○調理能力　12,000 食／日
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その他の機能
○太陽光発電設備（100kw）を設
置、全量を売電します

○災害時に電気釜２基の熱源用と
なる 100kwのガス発電設備を
設置しています

その他の機能
○太陽光発電設備（100kw）を設
置、全量を売電します

○災害時に電気釜２基の熱源用と
なる 100kwのガス発電設備を
設置しています
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各自治体で課題となっています。
　北名古屋市でも、名古屋市のベッドタウン
として子どもの数が増え始めた昭和 40 年代
半ばに、東給食センターと西給食センターが

１　安全・安心な学校給食 ２　栄養バランス・多様性に配慮した学校給食
３　食育の推進 ４　経済性・効率性に配慮した整備・運営

問合せ　給食センター☎（27）4700問合せ　給食センター☎（27）4700所在地　北名古屋市北野小柳 27番地所在地　北名古屋市北野小柳 27番地

4 つの基本方針と４つの特徴4つの基本方針と４つの特徴

洗浄室洗浄室

コンテナ室コンテナ室

和え物室和え物室

アレルギー調理室アレルギー調理室調理室調理室肉・魚処理室肉・魚処理室

野菜下処理室野菜下処理室

検収室検収室

汚染作業区域汚染作業区域 非汚染作業区域・清掃作業区域
（加熱前）
非汚染作業区域・清掃作業区域
（加熱前）

非汚染作業区域・高度清掃作業区域
（加熱後）
非汚染作業区域・高度清掃作業区域
（加熱後）

五条小

天神中

文化勤労会館

市役所西庁舎

西春中西春小

栗島小

名
鉄
犬
山
線

国
道
22
号
線

給食センター

徳重・名古
屋芸大駅

西春駅

西春高

名古屋芸術大

特徴２　ドライシステムの導入

　ドライシステムとは、床に水を流さない構造の施
設・設備、機械・器具を使用し、常に床が乾いた状
態で作業するシステムです。
　これにより、雑菌の繁殖や床から跳ね返った水に
よる食品への食中毒菌の二次汚染を防ぐことができ
ます。また、水の使用量を少なくできるなど、衛生
面だけでなく経済的にもメリットのあるシステムで
す。

特徴４　食物アレルギーへの対応

　昨今、特定の食材によってはアレルギー反応を示
す子どもがみられます。こうした食物アレルギーへ
の対応として、新給食センター内にアレルギー調理
室を設け、適切な食材を使って、個別に対応した給
食がつくられるようにします。

　ハサップとは、原材料の受け入れから最終製品
までの各工程ごとに、微生物による汚染や異物の
混入などの危害を予測したうえで、危害発生の防
止につながる特に重要な工程を連続的・継続的に
監視・記録することで、製品の安全性を確保する
衛生管理方法です。
　新給食センターではこの考え方を取り入れた設
備にすることで、これまでより安定的で安全に給
食の提供ができるようにします。

特徴１　HACCP（ハサップ）の考え方
（Hazard Analysis and Critical Control Point）

特徴３　汚染区域と非汚染区域の明確
　　　　な分離
　食材搬入から調理への過程で、食材だけが各エリ
アを移動し、人が行き来をしないことで施設内の相
互汚染を防ぐ「パススルー方式」を採用しました。調
理が進むにつれ汚染区域から非汚染区域（清潔区域
から高度清潔区域）へと衛生管理が厳しくなります。

野菜を専用の下処理室で
洗浄します。
野菜を専用の下処理室で
洗浄します。

搬入された食材の検品を
行います。
搬入された食材の検品を
行います。

肉・魚を専用の下処理室
で調理します。
肉・魚を専用の下処理室
で調理します。

蒸気回転釜で煮るなどの
調理を行います。
蒸気回転釜で煮るなどの
調理を行います。

食物アレルギー対応食を調
理します。
食物アレルギー対応食を調
理します。

洗浄された食器や食缶をコ
ンテナに収容し消毒保管し
ます。

洗浄された食器や食缶をコ
ンテナに収容し消毒保管し
ます。

サラダなどの和え物を調
理します。
サラダなどの和え物を調
理します。

食器、食缶、コンテナを専
用の洗浄機で洗浄します。
食器、食缶、コンテナを専
用の洗浄機で洗浄します。

食材の搬入～調理～配送の流れはこうなっています食材の搬入～調理～配送の流れはこうなっています

食材の搬入は、野菜・果
物などと肉・魚に分かれ
て行います。

食材の搬入は、野菜・果
物などと肉・魚に分かれ
て行います。

野菜
・果物

肉・魚
配送

回収

前室前室

新給食センター オープン新給食センター オープン

　食は子どもたちの成長や健康な
生活の最も基本となる要素のひと
つです。新しい給食センターで
は、より安全で安心な給食を子ど
もたちに提供していきます。
　また、地元で収穫される食材を
用いた地域との関わりや食事の重
要性を学ぶなどの、食育にも寄与
する施設としての役割も担ってい
きます。

　食は子どもたちの成長や健康な
生活の最も基本となる要素のひと
つです。新しい給食センターで
は、より安全で安心な給食を子ど
もたちに提供していきます。
　また、地元で収穫される食材を
用いた地域との関わりや食事の重
要性を学ぶなどの、食育にも寄与
する施設としての役割も担ってい
きます。

給食の提供とともに給食の提供とともに

長年稼働の２給食センターを統合長年稼働の２給食センターを統合

特集特集

建てられ、40年以上にわたり小・中学校や保育園などへ給食を提供してきました。この間、施設や内部の機器などの老朽
化、施設の耐震性、現在の学校給食衛生管理基準への適応などが課題となっていました。
　そこで、両給食センターの今後の維持管理などにかかる費用を踏まえ、設備の更新と、給食サービスの均一化や調理コス
トの適正化などを図るために、両施設を統合して新たな給食センターを建設しました。

建てられ、40年以上にわたり小・中学校や保育園などへ給食を提供してきました。この間、施設や内部の機器などの老朽
化、施設の耐震性、現在の学校給食衛生管理基準への適応などが課題となっていました。
　そこで、両給食センターの今後の維持管理などにかかる費用を踏まえ、設備の更新と、給食サービスの均一化や調理コス
トの適正化などを図るために、両施設を統合して新たな給食センターを建設しました。

　新給食センターの建設や運営にあたっては、４つの基本方針を掲げています。また、新しい施設や設備については、学校
給食衛生管理基準に適応するように、以下の主な特徴を備えています。
　新給食センターの建設や運営にあたっては、４つの基本方針を掲げています。また、新しい施設や設備については、学校
給食衛生管理基準に適応するように、以下の主な特徴を備えています。

調 理 後、
２時間以
内に食べ
てもらう
ように運
びます。

調 理 後、
２時間以
内に食べ
てもらう
ように運
びます。

　先月号の北名古屋市総合運動広場（北名古屋
稲葉篤紀ふるさと広場）のオープンに続いて、
８月 10 日に竣工し、２学期から稼働する給
食センターについてお知らせします。

　先月号の北名古屋市総合運動広場（北名古屋
稲葉篤紀ふるさと広場）のオープンに続いて、
８月 10 日に竣工し、２学期から稼働する給
食センターについてお知らせします。

施設概要
○敷地面積　10,889.15 ㎡
○延床面積　4,658.10 ㎡
○建屋構造　鉄骨造鋼板葺２階建
○調理能力　12,000 食／日

施設概要
○敷地面積　10,889.15 ㎡
○延床面積　4,658.10 ㎡
○建屋構造　鉄骨造鋼板葺２階建
○調理能力　12,000 食／日

その他の機能
○太陽光発電設備（100kw）を設
置、全量を売電します

○災害時に電気釜２基の熱源用と
なる 100kwのガス発電設備を
設置しています

その他の機能
○太陽光発電設備（100kw）を設
置、全量を売電します

○災害時に電気釜２基の熱源用と
なる 100kwのガス発電設備を
設置しています
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「企業トップと市長との意見交換会」

―

各
社
の
経
営
方
針
や
、
経
営
者
と

し
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

大
橋
氏

　
先
代
か
ら
の
教
え
で
、
世
の
た
め

人
の
た
め
に
な
る
も
の
づ
く
り
の
喜

び
を
み
ん
な
で
分
か
ち
合
う
こ
と
を

考
え
て
い
る
。
海
外
経
験
を
通
し

て
、
も
の
づ
く
り
は
人
づ
く
り
が
大

切
で
あ
る
こ
と
や
地
域
の
方
々
や
仕

入
れ
先
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

感
じ
て
い
る
。
ま
た
、Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク

ル
活
動
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
派
遣

社
員
や
外
国
人
実
習
生
に
対
し
て

も
、
検
定
制
度
を
活
用
す
る
な
ど
の

人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

野
間
氏

　
高
価
で
精
度
の
高
い
製
品
を
選
び

価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
分
野

に
特
化
し
同
業
者
が
参
入
で
き
な
い

ハ
イ
エ
ン
ド
の
機
械
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
価
格
、
納
期
、
品
質
の

中
で
も
特
に
納
期
は
デ
ー
タ
が
取
れ

な
い
た
め
、
常
に
意
識
す
る
よ
う
に

心
掛
け
て
い
る
。

　
少
数
精
鋭
で
１
人
の
社
員
が
複
数

の
業
務
を
こ
な
せ
る
よ
う
な
仕
組
み

を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
一
番
大
切

な
こ
と
は
、
社
長
が
勉
強
す
る
こ
と

で
あ
る
。
今
後
は
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
何
か
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

長
尾
氏
　　
　

　
共
働
、
共
創
、
共
栄
の
３
つ
の
経

営
理
念
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
理
念

に
基
づ
き
操
業
し
て
い
る
。

　
自
分
の
商
品
を
社
員
全
員
が
携
わ

り
熟
知
す
る
。
自
社
の
製
品
を
愛
し

て
お
客
様
に
勧
め
る
こ
と
、
ま
た
、

本
業
で
あ
る
得
意
分
野
を
し
っ
か
り

と
押
さ
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

矢
吹
氏
　

　
社
長
の
力
量
が
会
社
の
器
で
あ

り
、
社
長
自
ら
の
姿
を
見
せ
て
社
員

に
仕
事
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
経
営

者
と
し
て
大
切
で
あ
る
。

　
現
在
も
自
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
ハ

ン
ド
ル
を
握
り
、
社
員
を
乗
せ
て
バ

ス
旅
行
に
出
か
け
る
が
、
バ
ス
を
運

転
し
て
い
る
最
中
は
、
乗
っ
て
い
る

社
員
達
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

意
識
が
芽
生
え
会
社
経
営
と
ど
こ
か

同
じ
よ
う
な
感
覚
に
な
る
。

島
氏
　

　
医
療
機
器
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
製
品
を
主
に

扱
っ
て
お
り
、
医
療
分
野
は
大
手
企

業
で
も
参
入
が
難
し
い
分
野
で
あ

る
。
主
業
務
の
医
療
機
器
ビ
ジ
ネ
ス

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、

技
術
開
発
を
続
け
、
新
し
い
こ
と
に

も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
今

後
は
、
顧
客
と
一
緒
に
新
し
い
商
品

作
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

―

失
敗
か
ら
学
ん
だ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

野
間
氏

　
多
く
の
失
敗
を
経
験
し
、
経
営
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
よ
り
広
く
知
ろ
う
と

経
営
ツ
ー
ル
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
等
を

取
得
し
て
き
た
が
、
経
営
に
合
わ
せ

た
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
我
々
に
足

り
な
い
も
の
が
何
か
。
悪
い
も
の
が

何
か
を
し
っ
か
り
と
調
べ
て
、
そ
れ

に
合
っ
た
対
応
を
と
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
ま
た
、
変
え
る
と
こ
ろ
は

変
え
、
良
い
伝
統
は
守
る
こ
と
も
大

事
で
あ
る
。

長
尾
氏
　　
　

　
建
築
業
界
の
窓
関
係
は
失
敗
の
連

続
で
あ
る
。
雨
が
降
れ
ば
漏
る
し
、

風
が
吹
け
ば
壊
れ
る
。
そ
う
い
っ
た

中
で
今
ま
で
や
っ
て
き
て
、
失
敗
も

進
化
し
て
い
く
。
失
敗
を
し
た
ら
ま

ず
経
営
者
が
そ
こ
に
飛
び
込
む
こ
と

で
和
が
で
き
る
。

矢
吹
氏
　

　
過
去
に
勤
め
て
い
た
会
社
経
験
が

あ
っ
て
、
現
在
の
会
社
を
作
る
と
き

に
現
金
決
済
を
心
掛
け
る
よ
う
に
し

た
。
失
敗
は
成
功
で
あ
り
、
失
敗
を

ど
う
生
か
し
て
い
く
か
が
大
切
。
過

去
の
失
敗
が
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
っ
て
い
る
。

島
氏
　

　
細
か
な
ク
レ
ー
ム
は
数
多
く
あ

る
。
ク
レ
ー
ム
は
改
善
の
宝
で
あ

り
、
で
き
る
だ
け
ト
ッ
プ
が
内
容
を

把
握
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。「
ピ
ン

チ
は
チ
ャ
ン
ス
」と
い
う
意
識
を
も

つ
よ
う
、
常
に
心
掛
け
て
い
る
。

大
橋
氏

　
海
外
で
の
事
業
の
失
敗
が
色
々
な

意
味
で
現
在
に
繋
が
っ
て
い
る
。
弊

社
は
機
動
力
が
命
で
あ
り
、
実
際
に

や
っ
て
み
て
ダ
メ
な
も
の
を
是
正
し

て
い
く
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
早
く

行
う
こ
と
は
大
切
で
あ
る
が
言
葉
だ

け
で
は
な
く
、
人
材
育
成
の
面
で
知

識
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
。

仕
入
れ
先
と
の
Ｗ
ｉ
ｎ―

Ｗ
ｉ
ｎ
の

関
係
づ
く
り
も
大
切
で
あ
る
。

意見交換会の参加者

　市では、企業と行政が連携を図ることで地域経済の活性化を目指すために、「企業トップと市長との意見交換会」を
毎年開催しています。
　５回目となる今回は、「独自の強み！他社にはない技術、製品、業務プロセス」と題し、経営方針や失敗から学んだ
エピソードなどのテーマで、和やかな雰囲気の中でさまざまな意見交換が行われました。
　参加された方々の発言は以下のとおりです。
　お問い合わせは、企業対策課へ。

を開催しました。

医療機器等の設計・製造　
株式会社　エムテック　
代表取締役社長　島 俊博 氏

自動車部品の開発・製造
大橋鉄工　株式会社
取締役社長　大橋 雅史 氏　

生産用機械器具の開発・製造
株式会社　三技
代表取締役　野間 誠司 氏

アルミサッシの開発・製造　
株式会社　長尾木鋼
代表取締役会長　長尾 春水 氏

訪問介護、福祉用具貸与・販売等
株式会社　福祉の里
代表取締役　矢吹 孝男 氏

杉
野
商
工
会
長
　

　
本
市
に
は
何
が
あ
る
の
か
、
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
人
を
引
き
付
け
ら
れ

る
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
を
見
極
め
て

い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
市
内

企
業
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
し

て
も
ら
い
、
企
業
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
る
な
ど
、
ぜ
ひ
商
工
会
を
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

長
瀬
市
長
　

　
経
営
者
の
み
な
さ
ん
の
思
い
と
ご

苦
労
そ
し
て
情
熱
を
う
か
が
っ
て
、

人
を
い
か
に
育
て
て
い
く
の
か
。
市

民
意
識
を
ど
う
育
成
し
て
い
く
か
。

そ
し
て
、
共
存
共
栄
、
い
か
に
心
を

育
ん
で
い
く
か
。
愛
社
精
神
、
愛
市

精
神
を
し
っ
か
り
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
、
企
業
で
も
行
政
で
も
同
じ

テ
ー
マ
で
あ
る
と
感
じ
る
。

8 月 5日

○市商工会　　会長　杉野 祐敬 氏　　　事務局長　三和 かづ彦 氏
○北名古屋市　　副市長　日置 英治　　　統括参事　岩越 雅夫　　　建設部長　井上 昭人

北名古屋市　市長　長瀬 保

全日本製造業

と　き　9月 12日（土）
　　　　午前 10時～午後 4時 30分
ところ　健康ドーム　アリーナ
内　容　全日本製造業コマ大戦G3 北名古屋

場所、北名古屋市民部門特別場所、
コマ教室（要参加費）、懐かしコマ教
室、勝ち抜き戦

▲昨年のコマ大戦G2の様子

北名古屋場所

コマ大戦G３
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「企業トップと市長との意見交換会」

―

各
社
の
経
営
方
針
や
、
経
営
者
と

し
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

大
橋
氏

　
先
代
か
ら
の
教
え
で
、
世
の
た
め

人
の
た
め
に
な
る
も
の
づ
く
り
の
喜

び
を
み
ん
な
で
分
か
ち
合
う
こ
と
を

考
え
て
い
る
。
海
外
経
験
を
通
し

て
、
も
の
づ
く
り
は
人
づ
く
り
が
大

切
で
あ
る
こ
と
や
地
域
の
方
々
や
仕

入
れ
先
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

感
じ
て
い
る
。
ま
た
、Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク

ル
活
動
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
派
遣

社
員
や
外
国
人
実
習
生
に
対
し
て

も
、
検
定
制
度
を
活
用
す
る
な
ど
の

人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

野
間
氏

　
高
価
で
精
度
の
高
い
製
品
を
選
び

価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
分
野

に
特
化
し
同
業
者
が
参
入
で
き
な
い

ハ
イ
エ
ン
ド
の
機
械
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
価
格
、
納
期
、
品
質
の

中
で
も
特
に
納
期
は
デ
ー
タ
が
取
れ

な
い
た
め
、
常
に
意
識
す
る
よ
う
に

心
掛
け
て
い
る
。

　
少
数
精
鋭
で
１
人
の
社
員
が
複
数

の
業
務
を
こ
な
せ
る
よ
う
な
仕
組
み

を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
一
番
大
切

な
こ
と
は
、
社
長
が
勉
強
す
る
こ
と

で
あ
る
。
今
後
は
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
何
か
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

長
尾
氏
　　
　

　
共
働
、
共
創
、
共
栄
の
３
つ
の
経

営
理
念
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
理
念

に
基
づ
き
操
業
し
て
い
る
。

　
自
分
の
商
品
を
社
員
全
員
が
携
わ

り
熟
知
す
る
。
自
社
の
製
品
を
愛
し

て
お
客
様
に
勧
め
る
こ
と
、
ま
た
、

本
業
で
あ
る
得
意
分
野
を
し
っ
か
り

と
押
さ
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

矢
吹
氏
　

　
社
長
の
力
量
が
会
社
の
器
で
あ

り
、
社
長
自
ら
の
姿
を
見
せ
て
社
員

に
仕
事
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
経
営

者
と
し
て
大
切
で
あ
る
。

　
現
在
も
自
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
ハ

ン
ド
ル
を
握
り
、
社
員
を
乗
せ
て
バ

ス
旅
行
に
出
か
け
る
が
、
バ
ス
を
運

転
し
て
い
る
最
中
は
、
乗
っ
て
い
る

社
員
達
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

意
識
が
芽
生
え
会
社
経
営
と
ど
こ
か

同
じ
よ
う
な
感
覚
に
な
る
。

島
氏
　

　
医
療
機
器
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
製
品
を
主
に

扱
っ
て
お
り
、
医
療
分
野
は
大
手
企

業
で
も
参
入
が
難
し
い
分
野
で
あ

る
。
主
業
務
の
医
療
機
器
ビ
ジ
ネ
ス

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、

技
術
開
発
を
続
け
、
新
し
い
こ
と
に

も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
今

後
は
、
顧
客
と
一
緒
に
新
し
い
商
品

作
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

―

失
敗
か
ら
学
ん
だ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

野
間
氏

　
多
く
の
失
敗
を
経
験
し
、
経
営
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
よ
り
広
く
知
ろ
う
と

経
営
ツ
ー
ル
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
等
を

取
得
し
て
き
た
が
、
経
営
に
合
わ
せ

た
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
我
々
に
足

り
な
い
も
の
が
何
か
。
悪
い
も
の
が

何
か
を
し
っ
か
り
と
調
べ
て
、
そ
れ

に
合
っ
た
対
応
を
と
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
ま
た
、
変
え
る
と
こ
ろ
は

変
え
、
良
い
伝
統
は
守
る
こ
と
も
大

事
で
あ
る
。

長
尾
氏
　　
　

　
建
築
業
界
の
窓
関
係
は
失
敗
の
連

続
で
あ
る
。
雨
が
降
れ
ば
漏
る
し
、

風
が
吹
け
ば
壊
れ
る
。
そ
う
い
っ
た

中
で
今
ま
で
や
っ
て
き
て
、
失
敗
も

進
化
し
て
い
く
。
失
敗
を
し
た
ら
ま

ず
経
営
者
が
そ
こ
に
飛
び
込
む
こ
と

で
和
が
で
き
る
。

矢
吹
氏
　

　
過
去
に
勤
め
て
い
た
会
社
経
験
が

あ
っ
て
、
現
在
の
会
社
を
作
る
と
き

に
現
金
決
済
を
心
掛
け
る
よ
う
に
し

た
。
失
敗
は
成
功
で
あ
り
、
失
敗
を

ど
う
生
か
し
て
い
く
か
が
大
切
。
過

去
の
失
敗
が
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
っ
て
い
る
。

島
氏
　

　
細
か
な
ク
レ
ー
ム
は
数
多
く
あ

る
。
ク
レ
ー
ム
は
改
善
の
宝
で
あ

り
、
で
き
る
だ
け
ト
ッ
プ
が
内
容
を

把
握
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。「
ピ
ン

チ
は
チ
ャ
ン
ス
」と
い
う
意
識
を
も

つ
よ
う
、
常
に
心
掛
け
て
い
る
。

大
橋
氏

　
海
外
で
の
事
業
の
失
敗
が
色
々
な

意
味
で
現
在
に
繋
が
っ
て
い
る
。
弊

社
は
機
動
力
が
命
で
あ
り
、
実
際
に

や
っ
て
み
て
ダ
メ
な
も
の
を
是
正
し

て
い
く
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
早
く

行
う
こ
と
は
大
切
で
あ
る
が
言
葉
だ

け
で
は
な
く
、
人
材
育
成
の
面
で
知

識
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
。

仕
入
れ
先
と
の
Ｗ
ｉ
ｎ―

Ｗ
ｉ
ｎ
の

関
係
づ
く
り
も
大
切
で
あ
る
。

意見交換会の参加者

　市では、企業と行政が連携を図ることで地域経済の活性化を目指すために、「企業トップと市長との意見交換会」を
毎年開催しています。
　５回目となる今回は、「独自の強み！他社にはない技術、製品、業務プロセス」と題し、経営方針や失敗から学んだ
エピソードなどのテーマで、和やかな雰囲気の中でさまざまな意見交換が行われました。
　参加された方々の発言は以下のとおりです。
　お問い合わせは、企業対策課へ。

を開催しました。

医療機器等の設計・製造　
株式会社　エムテック　
代表取締役社長　島 俊博 氏

自動車部品の開発・製造
大橋鉄工　株式会社
取締役社長　大橋 雅史 氏　

生産用機械器具の開発・製造
株式会社　三技
代表取締役　野間 誠司 氏

アルミサッシの開発・製造　
株式会社　長尾木鋼
代表取締役会長　長尾 春水 氏

訪問介護、福祉用具貸与・販売等
株式会社　福祉の里
代表取締役　矢吹 孝男 氏

杉
野
商
工
会
長
　

　
本
市
に
は
何
が
あ
る
の
か
、
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
人
を
引
き
付
け
ら
れ

る
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
を
見
極
め
て

い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
市
内

企
業
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
し

て
も
ら
い
、
企
業
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
る
な
ど
、
ぜ
ひ
商
工
会
を
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

長
瀬
市
長
　

　
経
営
者
の
み
な
さ
ん
の
思
い
と
ご

苦
労
そ
し
て
情
熱
を
う
か
が
っ
て
、

人
を
い
か
に
育
て
て
い
く
の
か
。
市

民
意
識
を
ど
う
育
成
し
て
い
く
か
。

そ
し
て
、
共
存
共
栄
、
い
か
に
心
を

育
ん
で
い
く
か
。
愛
社
精
神
、
愛
市

精
神
を
し
っ
か
り
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
、
企
業
で
も
行
政
で
も
同
じ

テ
ー
マ
で
あ
る
と
感
じ
る
。

8 月 5日

○市商工会　　会長　杉野 祐敬 氏　　　事務局長　三和 かづ彦 氏
○北名古屋市　　副市長　日置 英治　　　統括参事　岩越 雅夫　　　建設部長　井上 昭人

北名古屋市　市長　長瀬 保

全日本製造業

と　き　9月 12日（土）
　　　　午前 10時～午後 4時 30分
ところ　健康ドーム　アリーナ
内　容　全日本製造業コマ大戦G3 北名古屋

場所、北名古屋市民部門特別場所、
コマ教室（要参加費）、懐かしコマ教
室、勝ち抜き戦

▲昨年のコマ大戦G2の様子

北名古屋場所

コマ大戦G３
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ロゴマーク

キャッチフレーズ

　名古屋芸術大学デザイン学部の学生の方によりデザインコン
ペティションを経てグランプリ作品が決定しました。
制作者
　名古屋芸術大学
　デザイン学部 2 年
　甘粕 友貴 さん
　田口 佳世子 さん
　城 泉水 さん
　土松 由依 さん

　10 周年記念事業のために市の若手職員によるプ
ロジェクトチームが立ちあがりました。特別事業の企
画や運営に携わります。

　広く人と人との交流を促進し、夢や希望をふくらませ、未来への飛躍につなげます。

　市制施行 10 周年の節目を市民全体で祝うとともに、更なる市民融和と夢や希望にあふれる
このまちの未来へつなげるため、記念事業を実施します。

推進テーマ
　市民、大学、企業が一体となった祝祭感を創出し、市民融和を促進します。

　先人から受け継がれてきた貴重な財産である歴史や文化、自然や環境を、10 周年を機
に見つめなおす機会を提供し、北名古屋市に対する認識を深め、誇りと愛着を高めます。

市民融和の促進　…①

②

③

郷土愛の醸成　…

未来への飛躍　…

基本理念・推進テーマ基本理念・推進テーマ

基本理念

事業構成事業構成

　記念事業をより魅力あるものとするため、「北名古屋市市制施行１０周年記念事業に関する覚書」を締結し、名古屋芸術
大学の全面的なご協力を得て事業を進めています。
主な内容　ロゴマーク・キャッチフレーズ制作、記念映像制作、記念式典における演奏および演出など

名古屋芸術大学連携プロジェクト名古屋芸術大学連携プロジェクト

ロゴマーク・キャッチフレーズ

10周年イベントプロジェクトチーム
（通称Team10th）

「このまちとこれからも」
　北名古屋市の、人・自然・特産物・施設など、
さまざまな分野について愛着を持ってほしいとい
う気持ちが込められています。

特別事業

冠事業

市民協働事業

記念式典

　記念日となる平成 28
年 3 月 20 日（日）に、記
念式典を開催します。

　推進テーマに沿った新
たな事業を平成 28 年度
に実施します。

　事業期間中に行う既存の事
業（市主催事業および市民、
企業、団体等の主催事業）の
実施に当たり、推進テーマに
沿った事業を募集します。

　市制施行 10 周年記念事
業にふさわしい事業提案を、
市内で活動する団体等から募
集し、補助します。

　これらの事業の財源として、市
民のみなさんや市内事業者からご
寄付いただいた「北名古屋市おめで
１０寄付金」を活用させていただき
ます。

10th

　全体のイメージとし
て、上 空 から 見 ると
ハート型に見える北名
古屋をイメージし制作
しました。
　顔をくっつけ、寄り
添い合う人の顔をマー
クとして入れたことで

「市民融和」を、基本色
を市の花であるツツジの赤にすることで「郷土愛
の醸成」を、ハート型を芽吹きにも見えるように
し、「未来への飛躍」を表現しています。

　みなさんに１０周年の舞台裏をお伝えします。記念日
まで、プロジェクトチーム員の奮闘ぶりやみなさんから
の応援メッセージなどを掲載していきます。ぜひご覧い
ただくとともに、「いいね」ボタンを押して、フォローして
ください。
http://www.facebook.com/city.kitanagoya.10th.anv

北名古屋市市制１０周年
広報ページフェイスブック お祝いメッセージの募集

　10 周年のお祝いメッセージを募集しています。
　市内の団体の方のお祝いメッセージとともに、記念日
までのカウントダウン写真をフェイスブックに掲載します。
　お祝いメッセージは経営企画課で受け付けています。
　また、市内
の各種イベン
ト会場にも取
材に訪れます
ので、ぜひご
協 力 く だ さ
い。

平成 28年 3月20日、
北名古屋市は１０周年を迎えます！！

広報・宣伝事業
　市の広報紙、ホームペー
ジ等を活用するとともに、
マスコミ等にも協力を依頼
し、市制施行 10 周年記念
事業を広くＰＲします。

　市は、平成 18 年 3 月に誕生し、平成 28 年 3 月 20 日（日）に市制施
行 10 周年を迎えます。本市が目標とする将来像「「健康快適都市」～だ
れもが安全安心に暮らせるまち～」を目指し、市民のみなさんとともに
地域づくりを進めてきました。この節目を記念して、さまざまな事業を
実施します。
　実施期間は、平成 28 年 3 月 20 日（日）を市制施行 10 周年記念日と
してスタートし、平成 29 年 3 月 31 日までの約 1 年間です。
　お問い合わせは、経営企画課へ。
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ロゴマーク

キャッチフレーズ

　名古屋芸術大学デザイン学部の学生の方によりデザインコン
ペティションを経てグランプリ作品が決定しました。
制作者
　名古屋芸術大学
　デザイン学部 2 年
　甘粕 友貴 さん
　田口 佳世子 さん
　城 泉水 さん
　土松 由依 さん

　10 周年記念事業のために市の若手職員によるプ
ロジェクトチームが立ちあがりました。特別事業の企
画や運営に携わります。

　広く人と人との交流を促進し、夢や希望をふくらませ、未来への飛躍につなげます。

　市制施行 10 周年の節目を市民全体で祝うとともに、更なる市民融和と夢や希望にあふれる
このまちの未来へつなげるため、記念事業を実施します。

推進テーマ
　市民、大学、企業が一体となった祝祭感を創出し、市民融和を促進します。

　先人から受け継がれてきた貴重な財産である歴史や文化、自然や環境を、10 周年を機
に見つめなおす機会を提供し、北名古屋市に対する認識を深め、誇りと愛着を高めます。

市民融和の促進　…①

②

③

郷土愛の醸成　…

未来への飛躍　…

基本理念・推進テーマ基本理念・推進テーマ

基本理念

事業構成事業構成

　記念事業をより魅力あるものとするため、「北名古屋市市制施行１０周年記念事業に関する覚書」を締結し、名古屋芸術
大学の全面的なご協力を得て事業を進めています。
主な内容　ロゴマーク・キャッチフレーズ制作、記念映像制作、記念式典における演奏および演出など

名古屋芸術大学連携プロジェクト名古屋芸術大学連携プロジェクト

ロゴマーク・キャッチフレーズ

10周年イベントプロジェクトチーム
（通称Team10th）

「このまちとこれからも」
　北名古屋市の、人・自然・特産物・施設など、
さまざまな分野について愛着を持ってほしいとい
う気持ちが込められています。

特別事業

冠事業

市民協働事業

記念式典

　記念日となる平成 28
年 3 月 20 日（日）に、記
念式典を開催します。

　推進テーマに沿った新
たな事業を平成 28 年度
に実施します。

　事業期間中に行う既存の事
業（市主催事業および市民、
企業、団体等の主催事業）の
実施に当たり、推進テーマに
沿った事業を募集します。

　市制施行 10 周年記念事
業にふさわしい事業提案を、
市内で活動する団体等から募
集し、補助します。

　これらの事業の財源として、市
民のみなさんや市内事業者からご
寄付いただいた「北名古屋市おめで
１０寄付金」を活用させていただき
ます。

10th

　全体のイメージとし
て、上 空 から 見 ると
ハート型に見える北名
古屋をイメージし制作
しました。
　顔をくっつけ、寄り
添い合う人の顔をマー
クとして入れたことで

「市民融和」を、基本色
を市の花であるツツジの赤にすることで「郷土愛
の醸成」を、ハート型を芽吹きにも見えるように
し、「未来への飛躍」を表現しています。

　みなさんに１０周年の舞台裏をお伝えします。記念日
まで、プロジェクトチーム員の奮闘ぶりやみなさんから
の応援メッセージなどを掲載していきます。ぜひご覧い
ただくとともに、「いいね」ボタンを押して、フォローして
ください。
http://www.facebook.com/city.kitanagoya.10th.anv

北名古屋市市制１０周年
広報ページフェイスブック お祝いメッセージの募集

　10 周年のお祝いメッセージを募集しています。
　市内の団体の方のお祝いメッセージとともに、記念日
までのカウントダウン写真をフェイスブックに掲載します。
　お祝いメッセージは経営企画課で受け付けています。
　また、市内
の各種イベン
ト会場にも取
材に訪れます
ので、ぜひご
協 力 く だ さ
い。

平成 28年 3月20日、
北名古屋市は１０周年を迎えます！！

広報・宣伝事業
　市の広報紙、ホームペー
ジ等を活用するとともに、
マスコミ等にも協力を依頼
し、市制施行 10 周年記念
事業を広くＰＲします。

　市は、平成 18 年 3 月に誕生し、平成 28 年 3 月 20 日（日）に市制施
行 10 周年を迎えます。本市が目標とする将来像「「健康快適都市」～だ
れもが安全安心に暮らせるまち～」を目指し、市民のみなさんとともに
地域づくりを進めてきました。この節目を記念して、さまざまな事業を
実施します。
　実施期間は、平成 28 年 3 月 20 日（日）を市制施行 10 周年記念日と
してスタートし、平成 29 年 3 月 31 日までの約 1 年間です。
　お問い合わせは、経営企画課へ。
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　平成 26年 4月の消費税率引上げによる影響を緩和するため、所得が低い方々に対して制度的な対応を行うまでの間の、
暫定的・臨時的な措置として臨時福祉給付金を支給します。支給の対象になると思われる方には、世帯ごとに申請書を８月
末に送付しましたのでご確認ください。

臨時福祉給付金の“振り込め詐欺”や“個人情報の
詐取”にご注意ください
○市や厚生労働省などから、ＡＴＭ（銀行・コンビ
ニなどの現金自動支払機）の操作をお願いする
ことは、絶対にありません。
○ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り
込んでもらうことは絶対にできません。
○市や厚生労働省などから、臨時福祉給付金を支
給するために、手数料の振込みを求めることな
どは絶対にありません。

開設日時　8月 24日（月）～ 10月 30日（金）午前９時～午後
　５時　※土・日・祝日および正午～午後１時を除く

郵送による提出
　「臨時福祉給付金申請書（請求書）」に「必要書類」を添付して、
同封の返信用封筒で返送してください。
窓口への提出
　受付場所まで「臨時福祉給付金申請書（請求書）」に「必要書
類」を添付し、持参してください。
受付場所　社会福祉課（西庁舎）および高齢福祉課（東庁舎）
受付時間　平日　午前 8時 30分～午後 5時 15分

9月 1日（火）～ 12月 25日（金）
※郵送は 12月 25日（金）消印有効

対象者 1人につき　6,000 円　平成 27年 1月 1日現在、北名古屋市の住民基本台帳に記録さ
れている方で、平成 27年度の市民税（均等割）が課税されていな
い方が対象です。ただし、次の場合は対象外となります。
　○市民税（均等割）が課税されている方の被扶養者等
　○生活保護制度の被保護者

臨時福祉給付金のお知らせ

支給対象者 支給額

申請受付期間

申請書の提出

臨時福祉給付金電話案内（コールセンター）
　「これは詐欺ではないか…」と思ったら、迷わず
市役所や西枇杷島警察署☎052（501）0110（また
は警察相談専用電話＃9110）にご連絡ください。

☎070（5258）3484

と
　き
　
９
月
５
日（
土
）午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
、
６
日（
日
）午

前
９
時
30
分
〜
正
午（
時
間
厳
守
）

と
こ
ろ
　
健
康
ド
ー
ム

　
予
約
時
に
お
渡
し
し
た
予
約
申
込

書（
控
え
）と
代
金
を
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　
引
換
期
間
・
時
間
内
に
お
引
き
換

え
さ
れ
な
い
場
合
は
キ
ャ
ン
セ
ル
扱

い
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
予
約
後
の
購
入
セ
ッ
ト
数
の
増
加

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
９
月
５
日（
土
）が
大
雨
洪

水
警
報
等
に
よ
り
中
止
の
場
合
、
９

月
６
日（
日
）は
午
後
４
時
ま
で
延
長

し
ま
す
。
ま
た
、
６
日（
日
）が
中
止

の
場
合
、
７
日（
月
）に
順
延
し
ま

す
。

 ｢

き
た
な
ご
や
ハ
ー
ト
フ
ル
商
品
券｣

　
　
予
約
分
引
換
・
一
般
販
売
の
ご
案
内

　
市
商
工
会
で
は
、
８
月
に
予
約
受
付
を
行
い
ま
し
た
商
品
券
の
引
換
お
よ
び
一
般
販
売
を
行
い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０（
０
１
３
）１
５
１
へ
。

● 
予
約
分
引
換

　「
き
た
な
ご
や
ハ
ー
ト
フ
ル
商
品
券
」に
は
有
効
期
間
が
あ
り
ま
す
。
有
効

期
間
を
過
ぎ
た
商
品
券
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
購
入
し
た
商
品
券
は
、
有
効
期
間
内
で
も
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

有
効
期
間
　
９
月
７
日（
月
）〜
平
成
28
年
１
月
17
日（
日
）

商
品
券
の
有
効
期
間
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
妊
娠
・
出
産
・
育
休
な
ど
を
理
由

と
し
て
解
雇
・
雇
止
め
、
降
格
な
ど

の
不
利
益
取
扱
い
を
行
う
こ
と
は
、

例
外
に
該
当
し
な
い
限
り
、
違
法
と

判
断
さ
れ
ま
す
。

　
妊
娠
・
出
産
等
を
し
た
労
働
者
に

対
し
て
雇
用
管
理
上
の
措
置
を
行
う

場
合
、
法
違
反
と
な
る
不
利
益
取
扱

い
で
な
い
か
、
改
め
て
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
妊
娠
・
出

産
・
育
休
な
ど
を
理
由
と
す
る
不
利

益
取
扱
い（
い
わ
ゆ
る「
マ
タ
ニ
テ
ィ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」、「
マ
タ
ハ
ラ
」）に
該

当
し
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
や
育

児
・
介
護
休
業
法
に
違
反
し
ま
す
。

○
妊
娠
を
聞
く
前
は
契
約
更
新
を
前

提
に
し
て
い
た
が
、
妊
娠
の
報
告

を
受
け
た
の
で
雇
止
め
と
し
た
。

○
育
休
を
１
年
間
取
り
た
い
と
相
談

さ
れ
た
の
で
、
経
営
悪
化
等
を
口

実
に
解
雇
し
た
。

　
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
愛

知
労
働
局
雇
用
均
等
室
☎
０
５
２（
２

１
９
）３
２
３
０
ま
で
。

事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

今
一
度

　ご
確
認
く
だ
さ
い

事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

今
一
度

　ご
確
認
く
だ
さ
い

「
妊
娠
し
た
か
ら
解
雇
」

「
育
休
取
得
者
は
と
り
あ

え
ず
降
格
」

　
　
　
　は
違
法
で
す
。

「
妊
娠
し
た
か
ら
解
雇
」

「
育
休
取
得
者
は
と
り
あ

え
ず
降
格
」

　
　
　
　は
違
法
で
す
。

「
妊
娠
し
た
か
ら
解
雇
」

「
育
休
取
得
者
は
と
り
あ

え
ず
降
格
」

　
　
　
　は
違
法
で
す
。

「
妊
娠
し
た
か
ら
解
雇
」

「
育
休
取
得
者
は
と
り
あ

え
ず
降
格
」

　
　
　
　は
違
法
で
す
。

●
一
般
販
売（
４
０
０
０
セ
ッ
ト
）

　１
人
に
つ
き
５
セ
ッ
ト
ま
で
先
着

順
で
販
売
し
ま
す
。

販
　売
　
９
月
６
日（
日
）午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
健
康
ド
ー
ム

　
な
お
、
９
月
６
日（
日
）が
大
雨
洪

水
警
報
等
に
よ
り
中
止
の
場
合
、
７

日（
月
）に
順
延
し
ま
す
。

　
引
換
日
・
販
売
日
は
、
多
く
の
来

場
者
が
見
込
ま
れ
、
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
会
場
へ
の
行
き
帰
り
の
交

通
安
全
、
お
待
ち
い
た
だ
く
際
の
体

調
管
理
等
に
お
気
を
付
け
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
。
自
転
車
や
徒
歩
で
の
ご
来

場
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
９
月
６
日（
日
）は
予
約
分
引
換
に

加
え
、
一
般
販
売
も
行
う
た
め
、
た

い
へ
ん
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

予
約
さ
れ
た
方
は
、
な
る
べ
く
９
月

５
日（
土
）に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
来
場
の
み
な
さ
ん
へ

ご
来
場
の
み
な
さ
ん
へ

※

当
日
の
状
況
に
よ
り
、
受
付
順
を

定
め
る
た
め
に
整
理
券
を
配
布
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

商
品
券
に
関
す
る

  

最
新
情
報
を

    

ご
確
認
く
だ
さ
い

　
市
商
工
会
で
は
、
引
き

続
き
、
商
品
券
を
利
用
で

き
る
取
扱
店
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
商
品
券
取
扱
店
の
申
込

み
や
、
商
品
券
を
利
用
で

き
る
取
扱
店
の
最
新
情
報

に
つ
い
て
は
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
事
業
専
用
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
、
詳
細
を
ご
確
認

い
た
だ
け
ま
す
。

※求職活動での入所期間は 90日です。期間中に就労が決定しないときは退園となることがあります。

事　由 具体的な保護者の状況
月 60時間以上就労している（６か月児～２歳児は月 120時間以上）
出産予定日 8週間前から出産後 8週間を経過するまでの期間にある
疾病、負傷または心身に障害がある
同居親族の介護または看護（長期入院している親族を含む）を月 60時間以上行っている
火災、風水害、地震などの災害により、その復旧にあたっている
求職活動（起業準備を含む）を行っている
職業能力開発施設における職業訓練または学校教育法に基づく大学等に就学している
下の子の育児休業中の、兄姉の入園（3～ 5歳児に限る）

就　労
妊娠・出産
疾病・障害
介護・看護
災害復旧

求職活動※
就　学

育児休業

　
平
成
28
年
４
月
か
ら
保
育
園
等
で

保
育
の
利
用
を
希
望
す
る
児
童
の
受

付
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
施
設
は
、
９
月
１
日
現
在
、

認
可
保
育
所（
保
育
園
）14
園
と
小
規

模
保
育
施
設
１
園
で
す
。
小
規
模
保

育
施
設
で
は
、
０
〜
２
歳
児
を
対
象

に
、
少
人
数（
定
員
６
〜
19
人
）の
お

子
さ
ん
を
保
育
し
ま
す
。

　
な
お
、
保
育
園
等
に
入
所
す
る
に

は
、
保
護
者
が
下
表
の
状
況
に
あ

り
、
保
育
の
必
要
性
の
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。「
集
団
保
育
を

経
験
さ
せ
た
い
」「
幼
児
教
育
を
受
け

さ
せ
た
い
」な
ど
の
理
由
で
は
入
園

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
入
園
後
に
保

育
の
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
退
園
と
な
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
児
童
課
へ
。

◇
入
園
関
係
書
類
の
配
布
　

と
　き
　
10
月
１
日（
木
）・
２
日

（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※

初
日
の
午
前
中
は
、
例
年
混
雑
し

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
　
健
康
ド
ー
ム
１
階
会
議
室

※

10
月
５
日（
月
）以
降
は
児
童
課
で

随
時
配
布

平
成
28
年
度

 

保
育
園
入
園
案
内

◇
申
込
み
受
付

と
　き
　
10
月
20
日（
火
）〜
30
日

（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
１
時

※

土
・
日
を
除
く
。

と
こ
ろ
　
健
康
ド
ー
ム
２
階
会
議
室

きたなごやハートフル商品券 検 索
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　平成 26年 4月の消費税率引上げによる影響を緩和するため、所得が低い方々に対して制度的な対応を行うまでの間の、
暫定的・臨時的な措置として臨時福祉給付金を支給します。支給の対象になると思われる方には、世帯ごとに申請書を８月
末に送付しましたのでご確認ください。

臨時福祉給付金の“振り込め詐欺”や“個人情報の
詐取”にご注意ください
○市や厚生労働省などから、ＡＴＭ（銀行・コンビ
ニなどの現金自動支払機）の操作をお願いする
ことは、絶対にありません。
○ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り
込んでもらうことは絶対にできません。
○市や厚生労働省などから、臨時福祉給付金を支
給するために、手数料の振込みを求めることな
どは絶対にありません。

開設日時　8月 24日（月）～ 10月 30日（金）午前９時～午後
　５時　※土・日・祝日および正午～午後１時を除く

郵送による提出
　「臨時福祉給付金申請書（請求書）」に「必要書類」を添付して、
同封の返信用封筒で返送してください。
窓口への提出
　受付場所まで「臨時福祉給付金申請書（請求書）」に「必要書
類」を添付し、持参してください。
受付場所　社会福祉課（西庁舎）および高齢福祉課（東庁舎）
受付時間　平日　午前 8時 30分～午後 5時 15分

9月 1日（火）～ 12月 25日（金）
※郵送は 12月 25日（金）消印有効

対象者 1人につき　6,000 円　平成 27年 1月 1日現在、北名古屋市の住民基本台帳に記録さ
れている方で、平成 27年度の市民税（均等割）が課税されていな
い方が対象です。ただし、次の場合は対象外となります。
　○市民税（均等割）が課税されている方の被扶養者等
　○生活保護制度の被保護者

臨時福祉給付金のお知らせ

支給対象者 支給額

申請受付期間

申請書の提出

臨時福祉給付金電話案内（コールセンター）
　「これは詐欺ではないか…」と思ったら、迷わず
市役所や西枇杷島警察署☎052（501）0110（また
は警察相談専用電話＃9110）にご連絡ください。

☎070（5258）3484

と
　き
　
９
月
５
日（
土
）午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
、
６
日（
日
）午

前
９
時
30
分
〜
正
午（
時
間
厳
守
）

と
こ
ろ
　
健
康
ド
ー
ム

　
予
約
時
に
お
渡
し
し
た
予
約
申
込

書（
控
え
）と
代
金
を
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　
引
換
期
間
・
時
間
内
に
お
引
き
換

え
さ
れ
な
い
場
合
は
キ
ャ
ン
セ
ル
扱

い
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
予
約
後
の
購
入
セ
ッ
ト
数
の
増
加

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
９
月
５
日（
土
）が
大
雨
洪

水
警
報
等
に
よ
り
中
止
の
場
合
、
９

月
６
日（
日
）は
午
後
４
時
ま
で
延
長

し
ま
す
。
ま
た
、
６
日（
日
）が
中
止

の
場
合
、
７
日（
月
）に
順
延
し
ま

す
。

 ｢

き
た
な
ご
や
ハ
ー
ト
フ
ル
商
品
券｣

　
　
予
約
分
引
換
・
一
般
販
売
の
ご
案
内

　
市
商
工
会
で
は
、
８
月
に
予
約
受
付
を
行
い
ま
し
た
商
品
券
の
引
換
お
よ
び
一
般
販
売
を
行
い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０（
０
１
３
）１
５
１
へ
。

● 

予
約
分
引
換

　「
き
た
な
ご
や
ハ
ー
ト
フ
ル
商
品
券
」に
は
有
効
期
間
が
あ
り
ま
す
。
有
効

期
間
を
過
ぎ
た
商
品
券
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
購
入
し
た
商
品
券
は
、
有
効
期
間
内
で
も
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

有
効
期
間
　
９
月
７
日（
月
）〜
平
成
28
年
１
月
17
日（
日
）

商
品
券
の
有
効
期
間
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
妊
娠
・
出
産
・
育
休
な
ど
を
理
由

と
し
て
解
雇
・
雇
止
め
、
降
格
な
ど

の
不
利
益
取
扱
い
を
行
う
こ
と
は
、

例
外
に
該
当
し
な
い
限
り
、
違
法
と

判
断
さ
れ
ま
す
。

　
妊
娠
・
出
産
等
を
し
た
労
働
者
に

対
し
て
雇
用
管
理
上
の
措
置
を
行
う

場
合
、
法
違
反
と
な
る
不
利
益
取
扱

い
で
な
い
か
、
改
め
て
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
妊
娠
・
出

産
・
育
休
な
ど
を
理
由
と
す
る
不
利

益
取
扱
い（
い
わ
ゆ
る「
マ
タ
ニ
テ
ィ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」、「
マ
タ
ハ
ラ
」）に
該

当
し
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
や
育

児
・
介
護
休
業
法
に
違
反
し
ま
す
。

○
妊
娠
を
聞
く
前
は
契
約
更
新
を
前

提
に
し
て
い
た
が
、
妊
娠
の
報
告

を
受
け
た
の
で
雇
止
め
と
し
た
。

○
育
休
を
１
年
間
取
り
た
い
と
相
談

さ
れ
た
の
で
、
経
営
悪
化
等
を
口

実
に
解
雇
し
た
。

　
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
愛

知
労
働
局
雇
用
均
等
室
☎
０
５
２（
２

１
９
）３
２
３
０
ま
で
。

事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

今
一
度

　ご
確
認
く
だ
さ
い

事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

今
一
度

　ご
確
認
く
だ
さ
い

「
妊
娠
し
た
か
ら
解
雇
」

「
育
休
取
得
者
は
と
り
あ

え
ず
降
格
」

　
　
　
　は
違
法
で
す
。

「
妊
娠
し
た
か
ら
解
雇
」

「
育
休
取
得
者
は
と
り
あ

え
ず
降
格
」

　
　
　
　は
違
法
で
す
。

「
妊
娠
し
た
か
ら
解
雇
」

「
育
休
取
得
者
は
と
り
あ

え
ず
降
格
」

　
　
　
　は
違
法
で
す
。

「
妊
娠
し
た
か
ら
解
雇
」

「
育
休
取
得
者
は
と
り
あ

え
ず
降
格
」

　
　
　
　は
違
法
で
す
。

●
一
般
販
売（
４
０
０
０
セ
ッ
ト
）

　１
人
に
つ
き
５
セ
ッ
ト
ま
で
先
着

順
で
販
売
し
ま
す
。

販
　売
　
９
月
６
日（
日
）午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
健
康
ド
ー
ム

　
な
お
、
９
月
６
日（
日
）が
大
雨
洪

水
警
報
等
に
よ
り
中
止
の
場
合
、
７

日（
月
）に
順
延
し
ま
す
。

　
引
換
日
・
販
売
日
は
、
多
く
の
来

場
者
が
見
込
ま
れ
、
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
会
場
へ
の
行
き
帰
り
の
交

通
安
全
、
お
待
ち
い
た
だ
く
際
の
体

調
管
理
等
に
お
気
を
付
け
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
。
自
転
車
や
徒
歩
で
の
ご
来

場
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
９
月
６
日（
日
）は
予
約
分
引
換
に

加
え
、
一
般
販
売
も
行
う
た
め
、
た

い
へ
ん
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

予
約
さ
れ
た
方
は
、
な
る
べ
く
９
月

５
日（
土
）に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
来
場
の
み
な
さ
ん
へ

ご
来
場
の
み
な
さ
ん
へ

※

当
日
の
状
況
に
よ
り
、
受
付
順
を

定
め
る
た
め
に
整
理
券
を
配
布
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

商
品
券
に
関
す
る

  

最
新
情
報
を

    

ご
確
認
く
だ
さ
い

　
市
商
工
会
で
は
、
引
き

続
き
、
商
品
券
を
利
用
で

き
る
取
扱
店
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
商
品
券
取
扱
店
の
申
込

み
や
、
商
品
券
を
利
用
で

き
る
取
扱
店
の
最
新
情
報

に
つ
い
て
は
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
事
業
専
用
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
、
詳
細
を
ご
確
認

い
た
だ
け
ま
す
。

※求職活動での入所期間は 90日です。期間中に就労が決定しないときは退園となることがあります。

事　由 具体的な保護者の状況
月 60時間以上就労している（６か月児～２歳児は月 120時間以上）
出産予定日 8週間前から出産後 8週間を経過するまでの期間にある
疾病、負傷または心身に障害がある
同居親族の介護または看護（長期入院している親族を含む）を月 60時間以上行っている
火災、風水害、地震などの災害により、その復旧にあたっている
求職活動（起業準備を含む）を行っている
職業能力開発施設における職業訓練または学校教育法に基づく大学等に就学している
下の子の育児休業中の、兄姉の入園（3～ 5歳児に限る）

就　労
妊娠・出産
疾病・障害
介護・看護
災害復旧

求職活動※
就　学

育児休業

　
平
成
28
年
４
月
か
ら
保
育
園
等
で

保
育
の
利
用
を
希
望
す
る
児
童
の
受

付
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
施
設
は
、
９
月
１
日
現
在
、

認
可
保
育
所（
保
育
園
）14
園
と
小
規

模
保
育
施
設
１
園
で
す
。
小
規
模
保

育
施
設
で
は
、
０
〜
２
歳
児
を
対
象

に
、
少
人
数（
定
員
６
〜
19
人
）の
お

子
さ
ん
を
保
育
し
ま
す
。

　
な
お
、
保
育
園
等
に
入
所
す
る
に

は
、
保
護
者
が
下
表
の
状
況
に
あ

り
、
保
育
の
必
要
性
の
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。「
集
団
保
育
を

経
験
さ
せ
た
い
」「
幼
児
教
育
を
受
け

さ
せ
た
い
」な
ど
の
理
由
で
は
入
園

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
入
園
後
に
保

育
の
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
退
園
と
な
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
児
童
課
へ
。

◇
入
園
関
係
書
類
の
配
布
　

と
　き
　
10
月
１
日（
木
）・
２
日

（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※

初
日
の
午
前
中
は
、
例
年
混
雑
し

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
　
健
康
ド
ー
ム
１
階
会
議
室

※
10
月
５
日（
月
）以
降
は
児
童
課
で

随
時
配
布

平
成
28
年
度

 

保
育
園
入
園
案
内

◇
申
込
み
受
付

と
　き
　
10
月
20
日（
火
）〜
30
日

（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
１
時

※

土
・
日
を
除
く
。

と
こ
ろ
　
健
康
ド
ー
ム
２
階
会
議
室

きたなごやハートフル商品券 検 索
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沖村
保育園
沖村
保育園

松林寺松林寺

　長年にわたり社会に貢献されたご高齢のみなさんに感謝し、その長寿をお祝いするため、楽しいアトラクション（保育園
児による演技や演芸）を盛り込んだ「北名古屋市敬老会」を開催します。
　当日は、郵送された案内状と引き換えに記念品をお渡ししますので、案内状を忘れずにご持参ください。
　なお、敬老会当日に参加できない方にも記念品をお渡ししますので、案内状をお持ちのうえ、9 月 24 日（木）～30 日（水）

（土・日を除く）に高齢福祉課（東庁舎）または社会福祉課（西庁舎）でお受け取りください。
　お問い合せは、高齢福祉課へ。

　対象となる方には、長寿を祝い、敬老金をお渡しします。郵送された案内
状と印かんを必ずご持参ください。当日都合の悪い方は、代理の方が受け取
ることもできます。
　また、敬老会当日に参加できない方は、案内状と印かんをお持ちのうえ、
9 月 24 日（木）～ 30 日（水）（土・日を除く）に高齢福祉課（東庁舎）または社
会福祉課（西庁舎）でお受け取りください。
対　象　満 85 歳（昭和 5 年 1 月 1 日～ 12 月 31 日生まれ）の方
　　　　満 90 歳（大正 14 年 1 月 1 日～ 12 月 31 日生まれ）の方
　　　　満 95 歳（大正 9 年 1 月 1 日～ 12 月 31 日生まれ）の方
　　　　満 100 歳以上（大正 4 年 1 月 1 日以前生まれ）の方　
金　額　5,000 円

と　き　9 月 18日（金）午前 10時～
ところ　健康ドーム
対　象　満75歳以上の方（昭和15年12月31日以前に生まれた方）

北名古屋市
　　敬老会

敬老金をお贈りします
敬老金をお贈りします
敬老金をお贈りします敬老金をお贈りします

「高齢者福祉施設」
　　　臨時休館のお知らせ
「高齢者福祉施設」
　　　臨時休館のお知らせ
「高齢者福祉施設」
　　　臨時休館のお知らせ
「高齢者福祉施設」
　　　臨時休館のお知らせ

　憩いの家「さかえ荘・さくら
荘・ふたば荘」は、敬老会のた
め 9 月 18 日（金）を臨時休館
とします。

8：30
35
42
47
54
58

9：03
08
13
20

久地野保育園北
ナフコ師勝店前バス停
高田寺起返南遊園前
片場南交差点北（旧高田寺バス停）
高田寺薬師堂前
師勝南小学校東
二子中央公園西
ふたば荘北
雇用促進住宅北バス停
健康ドーム

１号車
8：30

36
40
50
55

9：00
05
10
20

ネオポリスバス停
松尾整形外科南バス停
六ツ師道毛バス停
師勝東小学校西バス停
六多橋交差点西
東公民館前
名古屋芸術大学前
師勝坂巻郵便局前
健康ドーム

３号車

8：30
35
40
45
59

9：10
15
25

サンショップモリ前
九之坪市場東
電化ワールド西春店前（岡道信号北側）
沖村東ノ郷児童遊園
沖村保育園北側
小林産婦人科
西庁舎分館南側
健康ドーム

６号車

8：40
50

9：00
20

中之郷出荷場
真福寺東側
陽だまりハウス前
健康ドーム

７号車

8：30
35
40
45
50
55

9：00
05
10
15
20
25
30

鹿田新宮神社前
新居外科前バス停
井瀬木バス停
高田寺北交差点北
大橋薬局東（片場郷西）
市役所東庁舎北
茶やまさ前（名鉄住宅前）
師勝西小学校南交差点西
天王山児童遊園北
西春市場前
さかえ荘東バス停
鹿田南バス停（鹿田栄南交差点南）
健康ドーム

２号車

8：30
35
40
45
50
55

9：00
05
10
20

回想法センター西バス停
熊之庄小烏交差点北
山の前住宅東
堤下住宅前
熊之庄レモン橋西
薬師寺村前バス停
北名古屋水道企業団東
薬師寺保育園南
熊之庄古井公園前
健康ドーム

５号車

敬老会送迎バス運行表

8：30
35
40
45
50
55

9：00
05
20

セブンイレブン（旧喫茶松葉）東側
丸万給食前
鍜治ケ一色公会堂
法成寺公会堂
中日紙工前
憩いの家とくしげ前
セリア西側
旧夢屋書店西側
健康ドーム

８号車

　平成 28 年 3 月まで、これらの図の路線で公共下水道整備
工事を行います。工事中は、一部車両通行止めになる所があ
ります。工事区間は日によって変わりますので、現地の案内
標識などをご覧ください。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。 
　お問い合わせは、下水道課へ。

西春
中学校
西春
中学校

西
春
交
番

西
春
交
番

西
春
小
学
校

西
春
小
学
校

弥勒寺・西之保

公共下水道整備工事にご協力ください

弥勒寺
集会所
弥勒寺
集会所

御
申
塚
公
園

御
申
塚
公
園

西春
郵便局
西春
郵便局

弥勒寺

沖村

名古屋
芸術大学
名古屋
芸術大学

は
な
の
樹

幼
稚
園

は
な
の
樹

幼
稚
園

鹿田・熊之庄

師勝
中学校
師勝
中学校 師勝

小学校
師勝
小学校

市
役
所

東
庁
舎

市
役
所

東
庁
舎

鹿田・熊之庄・井瀬木
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沖村
保育園
沖村
保育園

松林寺松林寺

　長年にわたり社会に貢献されたご高齢のみなさんに感謝し、その長寿をお祝いするため、楽しいアトラクション（保育園
児による演技や演芸）を盛り込んだ「北名古屋市敬老会」を開催します。
　当日は、郵送された案内状と引き換えに記念品をお渡ししますので、案内状を忘れずにご持参ください。
　なお、敬老会当日に参加できない方にも記念品をお渡ししますので、案内状をお持ちのうえ、9 月 24 日（木）～30 日（水）

（土・日を除く）に高齢福祉課（東庁舎）または社会福祉課（西庁舎）でお受け取りください。
　お問い合せは、高齢福祉課へ。
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平成 27 年西枇杷島警察署管内交通安全大会
文化勤労会館

　8 月から供用開始となった総合運動広場のオープニングセ
レモニーが、7 月 25 日（土）に開催されました。
　当日は、北海道日本ハムファイターズの稲葉篤紀スポー
ツ・コミュニティ・オフィサーを招待し、広場の呼称「北名古
屋　稲葉篤紀ふるさと広場」の除幕式を行いました。その後、
北名古屋市スポーツ大使に就任された稲葉篤紀氏は「このよ
うな素晴らしい施設ができ、スポーツを楽しむ環境が整いま
した。ぜひ、この広いグラウンドを縦横無尽に走り回ってほし
い」と、広場に集まったみなさんにエールを送りました。

株式会社名北土木様より車３台を寄付いただきました。

十六銀行師勝支店と市の間で、高齢者等地域見守り活動に関
する協定を結びました。

総合運動広場オープニングセレモニー開催

平和記念式典
文化勤労会館

二子自治会より総合運動広場に設置する時計を寄付いただき
ました。
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９月12日（土）開催！

　今年のコマ大戦では、市民部門が新設されました。参加者は、自身のアイデアと市
内企業の技術を掛け合わせて作ったオリジナルのコマで、大戦に臨みます。
　出場するチームの１つである「タンクトップス」と、金属加工を専門とする新晃製作
所を訪れました。百分の 1 ミリまで正確に削るという機械で、金属が形を変えていく
様子をワクワクしながら見つめます。アイデアを形にするものづくりの楽しさを実感
しました。
　クリタテクノでコマを作るのは３チーム。家族でエントリーした「ＯＫＡＭＯＴＯ」の岡本進さんは、事前の打ち合わ
せの際に、自分で描いた図面を持ち込んで相談するほどの熱の入れようです。長男の大樹君（高１）は製作に助言し、次
男の康生君（中１）がコマ回し担当。母の応援も支えとなり、家族のパワーで勝ち上がっていくことも期待できそうです。
また、少年少女発明クラブからは「チーム INNOVATION」「チーム INNOVATION  NEXT」の２チームがエントリー。

事前にクラブ内で行ったコマのトーナメント戦を勝ち抜
いた精鋭チーム。ものづくりが大好きな纐纈健太君（小
６）も 並 み い る 中 学 生 を 抑 え て、見 事「チ ー ム
INNOVATION」のチームリーダーとなりました。その闘
志で本番も優勝を狙います。
　出場者が、どんなコマで、どんな凄ワザを見せてくれ
るかとても楽しみです。熱戦の模様はコマ大戦の会場
で！ぜひお出かけを！

クリタテクノと打ち合わせをする「チーム INNOVATION」「チーム
INNOVATION  NEXT」（左）と「OKAMOTO」（右）

工場見学で童心に帰る「タンク
トップス」

コマ大戦北名古屋市民部門特別場所
～コマ大戦で活躍している企業へ
　　　　　工場見学に行ってきました～
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安
全
ク
イ

ズ
、
歩
行
環
境
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ（
わ
た
り

ジ
ョ
ー
ズ
君
）体
験
、
子
ど
も
安
全
免
許

証
作
成
コ
ー
ナ
ー
、
反
射
材
効
果
体
験
、

自
動
車
安
全
技
術
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

▼
問
合
せ
＝
愛
知
県
県
民
生
活
部
地
域
安

全
課
☎
０
５
２（
９
５
４
）６
１
７
７

　
図
書
館　
今
月
の
催
し

東
図
書
館

○
紙
芝
居
会

▼
と
き
＝
９
月
５
日（
土
）午
後
２
時
～

○
こ
ど
も
映
画
会

▼
と
き
＝
９
月
13
日（
日
）午
後
２
時
～

▼
題
名=

青
い
自
動
車（
ウ
ォ
ル
ト
・

デ
ィ
ズ
ニ
ー
作
品
）

○
お
話
会

▼
と
き
＝
９
月
19
日（
土
）午
前
11
時
～

○
サ
ン
デ
ー
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

▼
と
き
＝
９
月
27
日（
日
）午
後
１
時
30
分

～▼
題
名=

ラ
イ
フ
・
オ
ブ
・
パ
イ
／
ト

ラ
と
漂
流
し
た
２
２
７
日

西
図
書
館

○
お
話
会

▼
と
き
＝
９
月
12
日（
土
）・
19
日（
土
）・

26
日（
土
）午
前
11
時
～

▼
問
合
せ
＝
東
・
西
図
書
館

食
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
北
名
古
屋

　
北
名
古
屋
に
ぎ
や
か
市

▼
と
き
＝
９
月
26
日（
土
）午
前
９
時
～
午

後
４
時
▼
と
こ
ろ
＝
食
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

モ
ー
ル
北
名
古
屋
▼
内
容
＝
米
の
升
売

り
、
し
ぐ
れ
の
量
り
売
り
、
飴
の
詰
め
放

題
、
特
製
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
品
や
リ
サ
イ
ク

ル
用
品
な
ど
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
地

元
の
生
鮮
野
菜
の
直
売
▼
問
合
せ
＝
食
の

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
北
名
古
屋
☎（
26
）

１
２
７
０

　
図
書
館
・
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　
今
月
の
休
館
日

○
東
図
書
館
・
西
図
書
館
・
歴
史
民
俗
資

料
館

▼
と
き
＝
９
月
１
日（
火
）・
7
日（
月
）・

14
日（
月
）・
24
日（
木
）・
28
日（
月
）・

30
日（
水
）

▼
問
合
せ
＝
東
・
西
図
書
館

　
ほ
っ
と
ひ
と
い
き

　
　
　
　
　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

▼
と
き
＝
９
月
17
日（
木
）午
前
10
時
～
正

午
▼
と
こ
ろ
＝
健
康
ド
ー
ム
研
修
室
▼
内

容
＝
交
流
会
▼
対
象
＝
認
知
症
の
方
を
介

護
し
て
い
る
方
な
ど
▼
問
合
せ
＝
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高
齢
福
祉
課
内
・
東

庁
舎
）※
送
迎
を
希
望
す
る
方
は
事
前
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

催
　
し

児童センターきらり　☎（27）3370
ファミリー・サポート・センター　☎（22）7601
健康ドーム子育て支援室　☎（22）0212
社会福祉協議会本所　☎（25）8500
　市へのご意見・お問い合わせは、市ホームページからお
寄せいただくこともできます。
ご意見・お問い合わせ専用フォーム
https://www.city.kitanagoya.lg.jp/inq/

第 32 回全国都市緑化あいちフェア
　　　　　「花と緑の夢あいち 2015」

と　き　9月 12日（土）～ 11月 8日（日）
ところ　メイン会場：愛・地球博記念公園（モリコロパーク）
　　　　サテライト会場：県内各所の公園・花の名所など 54会場
ＵＲＬ　http://www.aichi-fair2015.jp　
問合せ　愛知県公園緑地課　☎052（954）6635

　愛知万博（愛・地球博）開催から 10周年にあたる本年、花と緑あふれる
イベント「第 32 回全国都市緑化あいちフェア」（愛称：花と緑の夢あいち
2015）を開催します。
　あいちフェアでは、「花の王国あいち」を生かした展示で、あいちの花を
十分にお楽しみいただくことができます。
　また、愛知万博からの 10年を踏まえ、「自然の英知」というテーマや成
果が暮らしの中の緑にどう浸透したかを発信し、花や緑のある暮らしの素
晴らしさを感じていただくことができます。
　さらに、「サツキとメイの家」の公開で愛知万博とゆかりの深いスタジオ
ジブリとタイアップし、特別企画「ジブリの大博覧会」も開催します。
　幅広い世代の方々にお楽しみいただけるあいちフェアに、ぜひお越しく
ださい。

問合せ　西枇杷島警察署
　　　　☎052(501)0110
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西
春
吹
奏
楽
団

　
　
　
　
第
23
回
定
期
演
奏
会

▼
と
き
＝
９
月
27
日（
日
）午
後
２
時
～

（
午
後
1
時
30
分
開
場
）▼
と
こ
ろ
＝
文
化

勤
労
会
館
大
ホ
ー
ル
▼
曲
目
＝
「
も
の
の

け
姫
」
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
ア
ル
メ
ニ
ア
ン

ダ
ン
ス
パ
ー
ト
１
、
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
メ
ド

レ
ー
、
が
む
し
ゃ
ら
行
進
曲
、
ム
ー
ン
ラ

イ
ト
セ
レ
ナ
ー
デ
、
ア
ラ
ジ
ン
メ
ド
レ
ー

ほ
か
▼
入
場
料
＝
無
料（
全
席
自
由
）▼
問

合
せ
＝
西
春
吹
奏
楽
団（
池
山
）☎（
21
）

１
９
４
４

　
名
古
屋
芸
術
大
学
演
奏
会

○
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　
　
　
　
　
　
第
34
回
定
期
演
奏
会

▼
と
き
＝
９
月
21
日（
月
・
祝
）午
後
１

時
30
分
～
▼
と
こ
ろ
＝
県
芸
術
劇
場

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
▼
曲
目
＝The 

U
nknow

n Journey

（
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

ス
パ
ー
ク
）、Ponte Rom

ano

（
ヤ
ン
・

ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ロ
ー
ス
ト
）ほ
か

○
研
究
生
特
別
演
奏
会

▼
と
き
＝
10
月
８
日（
木
）午
後
６
時
～
▼

と
こ
ろ
＝
電
気
文
化
会
館
ザ
・
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
▼
曲
目
＝
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
作

品
１
１
０
よ
り
第
１
楽
章（
ベ
ー
ト
ヴ
ェ

ン
）、
愛
の
夢（
リ
ス
ト
）ほ
か

▼
入
場
整
理
券
＝
文
化
勤
労
会
館
、
東
公

民
館
、生
涯
学
習
課（
東
庁
舎
）で
配
布（
１

人
２
枚
ま
で
）。
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習

課

　
北
名
古
屋
シ
テ
ィ
管
弦
楽
団

　
　
　
　
第
19
回
定
期
演
奏
会

▼
と
き
＝
９
月
13
日（
日
）午
後
２
時
～

（
午
後
1
時
30
分
開
場
）▼
と
こ
ろ
＝
文
化

勤
労
会
館
大
ホ
ー
ル
▼
指
揮
＝
竹
本
義
明

氏（
名
古
屋
芸
術
大
学
学
長
）▼
曲
目
＝
交

響
曲
第
１
番
変
ロ
長
調
「
春
」（
シ
ュ
ー

マ
ン
）、交
響
曲
第
１
０
１
番
ニ
長
調
「
時

計
」（
ハ
イ
ド
ン
）、
大
学
祝
典
序
曲（
ブ

ラ
ー
ム
ス
）▼
入
場
料
＝
１
０
０
０
円（
全

席
自
由
）▼
発
売
所
＝
市
内
の
中
日
新
聞

専
売
店
。
当
日
券
は
午
後
１
時
30
分
か
ら

文
化
勤
労
会
館
大
ホ
ー
ル
入
口
で
販
売

▼
問
合
せ
＝
東
☎
０
８
０
（
５
１
２
８
）

４
８
５
５

　
西
春
少
年
少
女
合
唱
団

　
　
　
　
　
　
第
18
回
演
奏
会

▼
と
き
＝
９
月
23
日（
水
・
祝
）午
後
２
時

～
（
午
後
1
時
30
分
開
場
）▼
と
こ
ろ
＝

文
化
勤
労
会
館
大
ホ
ー
ル
▼
曲
目
＝
Ⅰ

「
愛
す
る
う
た
」：
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
の
豚
、

さ
び
し
い
カ
シ
の
木
ほ
か
、
Ⅱ
「
世
界
の

う
た
」：
星
の
世
界
、
お
お
ブ
レ
ネ
リ
ほ

か
、
Ⅲ
「
日
本
の
う
た
」：
さ
く
ら
、
花
、

夏
の
思
い
出
ほ
か
、
Ⅳ
「
合
唱
劇
」：
笛

吹
き
パ
パ
ゲ
ー
ノ
～
子
ど
も
の
た
め
の
魔

笛
～
▼
入
場
料
＝
無
料（
全
席
自
由
）▼
整

理
券
＝
文
化
勤
労
会
館
、
東
公
民
館
、
健

康
ド
ー
ム
、
生
涯
学
習
課（
東
庁
舎
）で
配

布
▼
問
合
せ
＝
早
川
☎（
21
）４
６
２
６

　
に
し
は
る
ひ
ま
わ
り
作
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
り

▼
と
き
＝
10
月
25
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
２
時
▼
と
こ
ろ
＝
に
し
は
る
ひ
ま
わ
り

作
業
所（
法
成
寺
）▼
内
容
＝
バ
ザ
ー
、
模

擬
店
、
キ
タ
ナ
ゴ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
※
バ
ザ
ー
品
と
な
る
新

品
衣
類
や
日
用
品
な
ど
を
集
め
て
い
ま

す
。
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
受
け
取
り

に
お
伺
い
し
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
に
し
は

る
ひ
ま
わ
り
作
業
所
☎（
24
）１
１
１
８

　
あ
か
つ
き
ま
つ
り
２
０
１
５

▼
と
き
＝
９
月
20
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
２
時
▼
と
こ
ろ
＝
総
合
体
育
館
▼
内
容

＝
み
な
さ
ん
で
盛
り
上
が
れ
る
青
空
舞

台
、
美
味
し
い
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー
、
掘
り

出
し
物
た
く
さ
ん
の
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
な

ど
、
一
日
中
楽
し
め
る
企
画
が
盛
り
だ
く

さ
ん
の
お
ま
つ
り
で
す
。
▼
問
合
せ
＝
あ

か
つ
き
共
同
作
業
所
☎（
25
）０
１
７
１

　
西
春
日
井
地
域
「
福
祉
の
店
」

▼
と
き
＝
９
月
23
日（
水
・
祝
）
～
28
日

（
月
）午
前
10
時
～
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
＝

ア
ピ
タ
名
古
屋
空
港
店
３
階
▼
内
容
＝
西

春
日
井
地
域
の
障
害
者
施
設
で
作
っ
た
手

芸
品
、
花
や
野
菜
の
苗
、
陶
芸
作
品
、
パ

ン
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
販
売
▼
問
合
せ
＝

尾
張
中
部
福
祉
の
杜
☎（
22
）１
１
２
３

　
も
え
の
丘　
青
空
市
場

▼
と
き
＝
９
月
６
日（
日
）午
前
８
時
30
分

～
（
毎
月
第
１
日
曜
日
に
開
催
）▼
と
こ

ろ
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘
東
側

▼
内
容
＝
取
れ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
な
ど

の
販
売（
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
）▼

問
合
せ
＝
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

※
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

市役所西庁舎・東庁舎、東庁舎分館　☎（22）1111
　（※西庁舎分館は建替え工事中です）
文化勤労会館　☎（25）5111
東公民館　☎（22）4560
東図書館・歴史民俗資料館　☎（25）3600
西図書館　☎（25）6406

催
　
し

健康ドーム　☎（23）7006
総合体育館　☎（24）0661
保健センター　☎（23）4000
総合福祉センターもえの丘　☎（26）2888
東子育て支援センター　☎（26）7763
西子育て支援センター　☎（25）5155
北子育て支援センター　☎（22）5517
南子育て支援センター　☎（22）5677

公共施設等の連絡先

歴史民俗資料館　企画展歴史民俗資料館　企画展

大エジプト・柄・展
～時を越える
　驚異の昭和ノスタルジック
　・エジプト柄コレクション～

大エジプト・柄・展
～時を越える
　驚異の昭和ノスタルジック
　・エジプト柄コレクション～

９月23日（水）まで９月23日（水）まで

問合せ　歴史民俗資料館問合せ　歴史民俗資料館

と　き　９月 21日（月・祝）　午後１時 30分～３時
ところ　歴史民俗資料館
定　員　20人（先着順、当日自由参加）

と　き　９月 21日（月・祝）　午後１時 30分～３時
ところ　歴史民俗資料館
定　員　20人（先着順、当日自由参加）

歴史民俗資料館　企画展関連ワークショップ歴史民俗資料館　企画展関連ワークショップ

「古代エジプトの護符（アミュレット）風
オリジナル消しゴムづくり」
「古代エジプトの護符（アミュレット）風
オリジナル消しゴムづくり」
　古代エジプト人は常日頃から護符（アミュレット：
お守り）を身につけ、この世、あの世での暮らしの安
全、安心を願いました。この護符をヒントに、粘土
消しゴムを使って護符風のオリジナル消しゴムをつ
くるワークショップです。

　古代エジプト人は常日頃から護符（アミュレット：
お守り）を身につけ、この世、あの世での暮らしの安
全、安心を願いました。この護符をヒントに、粘土
消しゴムを使って護符風のオリジナル消しゴムをつ
くるワークショップです。
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20「広報北名古屋」平成27年　9月

名
古
屋
大
学
奇
術
研
究
会

　
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

　
　
　
　
　
　
ｉ
ｎ
東
図
書
館

　
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
ト
ラ
ン
プ
が
、

花
が
。
マ
ジ
ッ
ク
の
楽
し
さ
に
触
れ
、
ワ

ク
ワ
ク
す
る
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
。
テ
ー

ブ
ル
マ
ジ
ッ
ク
で
は
、
目
の
前
で
起
き
る

不
思
議
に
き
っ
と
く
ぎ
付
け
に
な
り
ま

す
。
簡
単
な
マ
ジ
ッ
ク
を
教
え
て
も
ら
え

る
か
も
。

▼
と
き=

９
月
20
日（
日
）午
後
1
時
30

分
～
3
時（
開
場
：
午
後
１
時
、
ス
テ
ー

ジ
マ
ジ
ッ
ク
：
午
後
1
時
30
分
～
2
時
、

テ
ー
ブ
ル
マ
ジ
ッ
ク
：
午
後
2
時
10
分

～
3
時
）▼
と
こ
ろ=

東
図
書
館
視
聴
覚

室
・
会
議
室
▼
入
場
整
理
券=

９
月
６

日（
日
）午
前
10
時
か
ら（
休
館
日
は
除
く
）

東
図
書
館
２
階
フ
ロ
ア
ー
で
配
布
▼
定
員

＝
80
人（
１
人
１
枚
、
先
着
順
）▼
問
合
せ

＝
東
図
書
館

　
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

▼
と
き
＝
９
月
19
日（
土
）午
後
3
時
～
３

時
30
分
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
勤
労
会
館
会
議

室
▼
内
容
＝
絵
本
や
人
形
な
ど
は
使
わ

ず
、
ゆ
っ
た
り
と
語
り
か
け
る
お
話
会
で

す
。
想
像
力
や
心
を
豊
か
に
し
ま
す
。
▼

対
象
＝
5
歳
以
上
▼
問
合
せ
＝
西
図
書
館

　
小
・
中
学
生

　
　
　
総
合
体
育
館
無
料
開
放

○
ア
リ
ー
ナ

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
～
正
午

た
だ
し
、
９
月
19
日
は
除
く
。

※
利
用
者
多
数
に
よ
り
お
断
り
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

○
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
～
正
午

た
だ
し
、
９
月
５
日
・
19
日
は
除
く
。

○
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室（
中
学
生
の
み
）

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
～
正
午

※
保
護
者
も
無
料
で
す
。
室
内
用
シ
ュ
ー

ズ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
総
合
体
育
館

　
ク
ロ
ー
バ
ー
の
日

　
第
３
土
曜
日
は
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
充
実

の
た
め
に
身
体
障
害
者
の
方
に
総
合
体
育

館
ア
リ
ー
ナ
南
半
面
・
多
目
的
ホ
ー
ル
を

無
料
開
放
す
る
ク
ロ
ー
バ
ー
の
日
で
す
。

▼
と
き
＝
９
月
19
日（
土
）午
前
9
時
～
正

午
▼
問
合
せ
＝
総
合
体
育
館

　
総
合
体
育
館
の
一
部
が

　
　
　
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

　
総
合
体
育
館
の
ア
リ
ー
ナ
お
よ
び
多
目

的
ホ
ー
ル
は
、
10
月
1
日（
木
）
～
平
成

28
年
3
月
31
日（
木
）ま
で
天
井
等
改
修
工

事
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
＝
総
合
体
育
館

　
春
日
台
職
業
訓
練
校
訓
練
生

▼
科
名
＝
機
械
科
、
縫
製
科
、
木
工
科
、

陶
磁
器
科
、
紙
器
製
造
科
▼
定
員
＝
各
科

20
人
▼
訓
練
期
間
＝
1
年（
全
寮
制
）▼
授

業
料
＝
無
料
。
公
共
職
業
安
定
所
か
ら
職

業
訓
練
の
受
講
指
示
を
受
け
て
入
校
し
た

場
合
は
、
訓
練
期
間
中
、
訓
練
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
▼
応
募
資
格
＝
義
務
教
育

を
修
了
ま
た
は
平
成
28
年
３
月
修
了
見
込

み
の
知
的
障
害
の
あ
る
方
で
、
集
団
生
活

に
支
障
な
く
、
訓
練
の
妨
げ
と
な
る
行
動

の
な
い
方
▼
選
考
日
＝
Ａ
日
程
：
11
月
４

日（
水
）
～
12
日（
木
）の
間
で
指
定
す
る

日
、
Ｂ
日
程
：
平
成
28
年
１
月
20
日（
水
）

～
22
日（
金
）の
間
で
指
定
す
る
日
▼
試
験

方
法
＝
実
技
試
験（
学
科
・
運
動
能
力
）、

面
接（
保
護
者
同
伴
）▼
受
付
期
間
＝
Ａ
日

程
：
９
月
10
日（
木
）
～
10
月
19
日（
月
）、

Ｂ
日
程
：
10
月
20
日（
火
）
～
12
月
25
日

（
金
）※
Ａ
日
程
試
験
で
募
集
人
員
に
達
し

た
場
合
は
、
Ｂ
日
程
試
験
を
行
い
ま
せ

ん
。
▼
応
募
方
法
＝
入
校
願
書
、
療
育
手

帳
の
写
し（
取
得
し
て
い
な
い
場
合
は
判

定
書
の
写
し
）、
健
康
診
断
書
な
ど
を
最

寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
＝
県
春
日
台
職
業
訓

練
校
☎（
88
）０
８
１
１
フ
ァ
ク
ス（
88
）

０
９
４
８

　
県
障
害
者
委
託
訓
練
受
講

▼
と
き
＝
10
月
30
日
～
平
成
28
年
１
月
８

日
の
毎
週
月
、
木
、
金
曜
日
午
前
9
時
30

分
～
午
後
4
時
15
分
）▼
と
こ
ろ
＝
ぱ
そ

メ
イ
ト
国
府
宮
教
室（
稲
沢
市
国
府
宮
）▼

内
容
＝
ワ
ー
ド
基
礎
・
中
級
、
日
商
Ｐ
Ｃ

3
級
試
験
対
策
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
▼
対

象
＝
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
身
体
障
害

（
視
覚
、
聴
覚
障
害
の
方
を
除
く
。
マ
ウ

ス
を
持
つ
こ
と
が
可
能
な
方
）、
精
神
障

害
の
方
▼
定
員
＝
7
人（
面
接
で
選
考
）▼

申
込
み
＝
10
月
1
日（
木
）ま
で
に
、
公
共

職
業
安
定
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

（
受
講
に
は
安
定
所
で
の
求
職
登
録
が
必

要
）。
▼
問
合
せ
＝
公
共
職
業
安
定
所
ま

た
は
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
☎

０
５
３
３（
93
）２
５
０
５

　
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り

　
　
　
　
　
　
　
　
家
族
教
室

▼
と
き
＝
10
月
１
日（
木
）午
後
２
時
～

４
時
▼
と
こ
ろ
＝
清
須
保
健
所（
清
須
市

春
日
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）相
談
室
１

▼
内
容
＝
当
事
者
家
族
に
よ
る
講
演
、
交

流
会
▼
協
力
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
の
い

ば
し
ょ
、
訪
問
サ
ポ
ー
ト
み
つ
屋
▼
対
象

＝
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
に
悩
ま
れ
て
い

る
ご
家
族
▼
申
込
み
＝
９
月
30
日（
水
）ま

で
に
電
話
で
清
須
保
健
所
健
康
支
援
課
こ

こ
ろ
の
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ
☎
０
５
２

（
４
０
１
）２
１
０
０
へ
。

講
　
座

催
　
し
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ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

○
お
手
軽
ボ
ー
ル
運
動
教
室

▼
と
き
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分
▼
定
員
＝
35
人（
先
着
順
）

○
や
さ
し
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

▼
と
き
＝
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分
※
9
月
24
日（
木
）は
健
康
ド
ー

ム
休
館
の
た
め
実
施
し
ま
せ
ん
。
▼
定
員

＝
35
人（
先
着
順
）▼
と
こ
ろ
＝
健
康
ド
ー

ム
▼
参
加
費
＝
１
回
に
つ
き
５
０
０
円
▼

事
前
準
備
＝
自
分
の
健
康
度
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
元
気
測
定
「
か
ん
た
ん
コ
ー
ス
」
を

行
い
ま
す
。
▼
申
込
み
＝
開
催
日
の
１
か

月
前
か
ら
健
康
ド
ー
ム
元
気
測
定
室
☎

（
23
）７
０
０
６
へ
。
申
込
み
は
ご
本
人
に

限
り
ま
す
。

第
２
回
介
護
教
室

　
ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー

▼
と
き
＝
９
月
30
日（
水
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
▼
と
こ
ろ
＝
総
合
体
育
館
大

会
議
室
▼
講
演
＝
「
家
庭
で
で
き
る
認
知

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
～
脳
の
活
性
化
と

機
能
維
持
の
た
め
に
～
」
▼
講
師
＝
西
井

三
奈
穂
氏（
日
本
福
祉
大
学
社
会
福
祉
総

合
研
修
セ
ン
タ
ー
講
師
）▼
内
容
＝
日
常

生
活
の
中
で
手
軽
に
で
き
る
、
効
果
的
な

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
に
つ
い
て

演
習
を
交
え
な
が
ら
学
び
ま
す
。
▼
定
員

＝
40
人（
先
着
順
）▼
申
込
み
＝
９
月
１
日

（
火
）か
ら
電
話
で
高
齢
福
祉
課
へ
。

※
第
1
回
に
参
加
し
た
方
も
申
込
み
可
能

　
ひ
よ
こ
サ
ー
ク
ル

▼
と
き
＝
９
月
６
日（
日
）、
10
月
4
日

（
日
）午
前
10
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
健
康

ド
ー
ム
子
育
て
支
援
室
▼
内
容
＝
体
重
測

定
、
手
遊
び
、
紙
し
ば
い
な
ど
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
子
育
て
の
喜
び
や
悩
み

に
つ
い
て
交
流
▼
対
象
＝
1
歳
未
満
ま
で

の
親
子
▼
持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
▼
問

合
せ
＝
健
康
ド
ー
ム
子
育
て
支
援
室

出
会
い
は
財
産　
笑
顔
で
語
ろ
う
！

　
回
想
法
ス
ク
ー
ル

▼
と
き
＝
10
月
14
日
～
12
月
２
日
の
毎
週

水
曜
日
午
後
２
時
～
３
時（
全
８
回
）▼
と

こ
ろ
＝
歴
史
民
俗
資
料
館
▼
内
容
＝
昔
懐

か
し
い
生
活
用
具
な
ど
を
用
い
て
、
か
つ

て
の
体
験
に
思
い
を
巡
ら
す
こ
と
で
、
心

や
脳
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
▼
対
象
＝

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、
自

分
で
通
え
る
方
▼
定
員
＝
10
人（
先
着
順
）

▼
申
込
み
＝
電
話
で
高
齢
福
祉
課
へ
。

市
民
健
康
講
座

　
サ
ラ
サ
ラ
血
液
に
な
ろ
う

▼
と
き
＝
９
月
９
日（
水
）午
後
1
時
～
１

時
30
分（
受
付
：
午
後
０
時
45
分
～
）▼
と

こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー（
健
康
ド
ー
ム
内
）

▼
講
師
＝
管
理
栄
養
士
▼
内
容
＝
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
と
健
康
の
関
係
や
、
生
活
改
善

に
つ
い
て
の
お
話
※
個
別
相
談
も
で
き
ま

す
。
▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

　
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

▼
と
き
＝
10
月
９
日（
金
）・
23
日（
金
）・

30
日（
金
）午
前
10
時
～
午
後
１
時（
全
３

回
）▼
と
こ
ろ
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も

え
の
丘
栄
養
指
導
室
▼
内
容
＝
四
季
折
々

の
旬
の
食
材
を
使
い
、
初
心
者
も
分
か
り

や
す
く
料
理
の
基
本
を
学
べ
ま
す
。
▼
対

象
＝
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
男
性
▼
定
員

＝
20
人（
先
着
順
）▼
参
加
費
＝
１
日
当
り

４
０
０
円（
当
日
徴
収
し
ま
す
）▼
持
ち
物

＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
食
器
用
布
巾
２

枚
、
台
布
巾
１
枚
、
手
拭
タ
オ
ル
▼
申
込

み
＝
９
月
１
日（
火
）か
ら
電
話
で
高
齢
福

祉
課
へ
。

　
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

　
　
　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導

○
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導（
予
約
制
）

▼
と
き
＝
９
月
５
日（
土
）・
25
日（
金
）午

前
９
時
～
午
後
１
時
、
20
日（
日
）午
後
1

時
～
5
時
、
７
日（
月
）・
15
日（
火
）午
後

５
時
～
９
時

○
体
力
測
定（
予
約
制
）

▼
と
き
＝
９
月
10
日（
木
）午
前
９
時
～
午

後
1
時（
１
人
に
つ
き
40
分
間
）

※
１
回
に
つ
き
大
人
３
０
０
円
、
中
学
生

１
０
０
円
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
使
用
料

が
必
要
で
す
。
定
期
券（
大
人
１
か
月

３
８
０
０
円
、３
か
月
１
万
１
０
０
円
）

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
総
合
体
育
館

と　き　10月５日（月）、11月９日（月）、12月 14日（月）
午前９時 30分～午後１時（全 3回）

ところ　健康ドーム　クッキングルーム
内　容　そば打ち未経験の方を中心に、基本から楽しく、

そばを打つ体験をします。手を動かし脳を活性化
するとともに、外出する機会を作ります。

対　象　おおむね 65歳以上の方
定　員　12人（初参加の方優先）
参加費　1回当たり 1,300 円（当日徴収）
持ち物　エプロン、三角巾、食器用布巾２枚、
　　　　台布巾１枚、手拭タオル、持ち帰り用容器
申込み　９月１日（火）から電話で高齢福祉課へ。

と　き　10 月１日（木）・８日（木）・14 日（水）・22 日（木）・
29 日（木）　午前９時 30 分～午後１時 30 分（全
５回）

ところ　総合福祉センターもえの丘　栄養指導室
内　容　麺打ちの技術をマンツーマンで学び、自分で打っ

た麺の試食も行います。
対　象　市内在住、在勤、在学の方
定　員　10人
参加費　2,500 円（材料費）
問合せ　社会福祉協議会本所

そば打ちサロンそば打ちサロン

手打ち麺講座手打ち麺講座

麺麺

つつ

をを

打打

講
　
座
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認
知
症
に
強
い
脳
を
作
り

　
　
　
認
知
症
を
予
防
し
よ
う

○
頭
の
健
康
度（
脳
の
働
き
）測
定

▼
と
き
＝
10
月
１
日（
木
）・
８
日（
木
）午

前
10
時
～
11
時
30
分（
全
２
回
）▼
と
こ
ろ

＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘
▼
内
容

＝
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
と
筑

波
大
学
の
開
発
し
た
認
知
機
能
検
査
、
結

果
説
明
、
講
話
「
若
々
し
く
元
気
な
脳
に

す
る
た
め
の
方
法
」
▼
対
象
＝
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
方
▼
定
員
＝
30
人（
先
着
順
）

○
頭
い
き
い
き
教
室

▼
と
き
＝
10
月
15
日
～
12
月
３
日
の
毎
週

木
曜
日
午
前
10
時
～
正
午
※
８
回
目
の
み

午
前
10
時
～
午
後
２
時（
全
８
回
）▼
と
こ

ろ
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘
▼
内

容
＝
頭
に
よ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
方
法
、

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
体
験
、
ミ
ニ
旅
行
の
計

画
、
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
▼
対
象
＝

お
お
む
ね
60
歳
～
74
歳
の
方
▼
定
員
＝
16

人（
先
着
順
）▼
参
加
費
＝
５
０
０
円
程
度

（
８
回
目
に
食
材
料
費
と
し
て
）▼
持
ち
物

＝
筆
記
用
具
、
眼
鏡
、
お
茶
、
動
き
や
す

い
服
装

▼
申
込
み
＝
ど
ち
ら
も
電
話
で
高
齢
福
祉

課
へ
。

　
Ｄ
Ｖ
理
解
の
出
前
講
座

▼
と
き
＝
９
月
19
日（
土
）午
後
2
時
～
4

時
▼
と
こ
ろ
＝
健
康
ド
ー
ム
研
修
室
▼
内

容
＝
講
演
「
こ
れ
っ
て
、
Ｄ
Ｖ
？
」：
身

近
な
日
常
に
潜
む
、
気
付
き
に
く
い
Ｄ
Ｖ

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
▼
講
師
＝
南
谷
紀

美
子
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
東
海
）▼
託
児
＝
満

１
歳
～
就
学
前
の
お
子
さ
ん
先
着
10
人
ま

で
。
申
込
み
は
9
月
11
日（
金
）ま
で
に
市

民
活
動
推
進
課
へ
。
▼
問
合
せ
＝
市
民
活

動
推
進
課

認
知
症
を
隠
さ
ず
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
認
知
症
講
演
会

▼
と
き
＝
10
月
3
日（
土
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分（
開
場
：
午
後
１
時
）▼
と
こ

ろ
＝
文
化
勤
労
会
館
大
ホ
ー
ル
▼
内
容
＝

演
題
「
今
日
か
ら
は
じ
め
る
認
知
症
予

防
ー
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
の
ス
ス
メ
ー
」：
認

知
症
の
予
防
法
と
し
て
話
題
に
な
っ
て
い

る
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
。
そ
の
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ

を
開
発
し
た
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
て
、
最
新
の

認
知
症
予
防
法
を
学
び
ま
す
。
▼
講
師
＝

牧
迫
飛
雄
馬
氏（
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
予
防
老
年
学
研
究
部
健
康
増
進
研

究
室
室
長
）

○
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ：運
動
と
認
知
課
題（
計

算
や
し
り
と
り
な
ど
）を
組
み
合
わ
せ
た

取
り
組
み
で
、
認
知
症
を
予
防
す
る
方
法

▼
問
合
せ
＝
高
齢
福
祉
課

　
非
常
勤
職
員
募
集

○
保
育
士

▼
応
募
資
格=

保
育
士
の
資
格
を
お
持

ち
で
、
心
身
と
も
に
健
康
な
方
▼
勤
務
日

時（
応
相
談
）=

①
週
５
日
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時（
担
任
）②
週
５
日
午
前

８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
③
週
5
日

午
前
7
時
30
分
～
9
時
30
分
④
週
５
日

午
後
３
時
30
分
～
６
時
30
分
▼
給
与（
時

給
）=

①
１
２
３
０
円
～
（
社
会
保
険
加

入
）②
１
０
３
０
円
～
（
社
会
保
険
加
入
）

③
④
１
１
０
０
円
～
▼
申
込
み
＝
履
歴
書

（
市
販
の
も
の
）お
よ
び
資
格
証（
写
し
）を

持
っ
て
児
童
課（
東
庁
舎
）へ
。

○
社
会
福
祉
士
ま
た
は
保
健
師

▼
勤
務
内
容=

介
護
予
防
業
務
▼
応
募

資
格=

社
会
福
祉
士
ま
た
は
保
健
師
の

資
格
が
あ
り
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
好
き
な
方

▼
募
集
人
員
＝
1
人
▼
勤
務
期
間=

11

月
20
日（
金
）～
平
成
28
年
12
月
30
日（
金
）

▼
勤
務
日
時=

月
～
金
曜
日
午
前
８
時

30
分
～
午
後
４
時
30
分
▼
勤
務
場
所=

高
齢
福
祉
課
▼
給
与=

時
給
１
４
３
０

円（
雇
用
保
険
、
健
康
保
険
、
厚
生
年
金

に
加
入
）▼
申
込
み
＝
９
月
25
日（
金
）ま

で
に
履
歴
書（
市
販
の
も
の
）を
持
っ
て
高

齢
福
祉
課（
東
庁
舎
）へ
。

○
介
護
保
険
認
定
調
査
員

▼
勤
務
内
容=

介
護
保
険
申
請
に
か
か

る
訪
問
調
査
お
よ
び
認
定
事
務
の
補
助
▼

応
募
資
格=

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格

を
有
し
、
都
道
府
県
の
主
催
す
る
認
定
調

査
員
研
修
を
受
講
済
の
方
▼
募
集
人
員
＝

若
干
名
▼
勤
務
日
時=

月
～
金
曜
日
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
の
間
で
７

時
間
▼
勤
務
場
所=

高
齢
福
祉
課
▼
給

与=

時
給
１
４
２
０
円（
雇
用
保
険
、
健

康
保
険
、
厚
生
年
金
に
加
入
）▼
申
込
み

＝
９
月
18
日（
金
）ま
で
に
履
歴
書（
市
販

の
も
の
）お
よ
び
資
格
証
な
ど
の
写
し
を

持
っ
て
高
齢
福
祉
課（
東
庁
舎
）へ
。

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

▼
職
種=

主
任
介
護
支
援
専
門
員
、
正

看
護
師
も
し
く
は
社
会
福
祉
士
▼
勤
務
内

容=

介
護
予
防
支
援
、
ケ
ー
ス
相
談
な

ど
▼
応
募
資
格=

心
身
と
も
に
健
康
で
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
介
護
事
業
所

等
で
勤
務
し
た
経
験
が
あ
り
、
主
任
介
護

支
援
専
門
員
、
正
看
護
師
、
社
会
福
祉
士

の
い
ず
れ
か
の
資
格
の
あ
る
方
▼
募
集
人

員
＝
２
人
▼
勤
務
開
始
日=

10
月
１
日

（
木
）▼
勤
務
日
時=

月
～
金
曜
日
午
前

８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
▼
勤
務
場
所

=

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
▼
給
与（
時

給
）=

主
任
介
護
支
援
専
門
員
１
６
５
０

円
、
正
看
護
師
１
５
０
０
円
、
社
会
福
祉

士
１
５
３
０
円
▼
申
込
み
＝
９
月
18
日

（
金
）ま
で
に
履
歴
書（
市
販
の
も
の
）を

持
っ
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高
齢

福
祉
課
内
・
東
庁
舎
）へ（
郵
送
可
）。

募
　
集

講
　
座



催
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自
衛
官
採
用
案
内

○
防
衛
大
学
校
学
生（
一
般
採
用
試
験
前

　
期
日
程
）

▼
一
次
試
験
＝
11
月
７
日（
土
）・
８
日

（
日
）

○
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
教
育
部
医
学
科

　
学
生

▼
一
次
試
験
＝
10
月
31
日（
土
）、
11
月
１

日（
日
）

○
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
教
育
部
看
護
学

　
科
学
生（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

▼
一
次
試
験
＝
10
月
17
日（
土
）

▼
応
募
資
格
＝
高
卒（
見
込
み
含
む
）で
、

18
歳
以
上
21
歳
未
満（
平
成
７
年
４
月
２

日
～
平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）の
方

▼
採
用
期
日
＝
平
成
28
年
４
月
上
旬
▼
受

付
期
間
＝
９
月
５
日（
土
）
～
30
日（
水
）

（
締
切
日
必
着
）▼
申
込
み
＝
自
衛
隊
愛
知

地
方
協
力
本
部
小
牧
地
域
事
務
所
☎（
73
）

２
１
９
０
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
.m

od.go.jp/pco/aichi/

ま

た
は
自
衛
官
募
集
相
談
員
服
部
充
昭
☎

（
22
）０
１
１
４
、
後
藤
美
佐
子
☎（
22
）

０
４
４
９
、
駒
田
憲
三
☎（
22
）６
２
６
８

へ
。

　
レ
ジ
ャ
ー
農
園
利
用
者
募
集

　
レ
ジ
ャ
ー
農
園
に
20
区
画（
平
成
27
年

８
月
13
日
現
在
）の
空
き
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
野
菜
作
り
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
商
工
農
政
課

捨
て
れ
ば
ご
み
、
生
か
せ
ば
資
源

　
雑
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、封
筒
、ポ
ス
タ
ー

な
ど
何
気
な
く
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
雑
紙

は
大
切
な
紙
資
源
で
す
。
地
域
の
資
源
集

積
所
の
雑
誌
回
収
容
器
へ
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
子
ど
も
会
な
ど
が
実
施
す
る

廃
品
回
収
に
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
積
極
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
課

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

　
　
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す

　
最
近
、
住
民
の
方
か
ら
飼
い
主
の
い
な

い
猫
、
い
わ
ゆ
る
ノ
ラ
猫
に
関
す
る
ご
意

見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
か
わ

い
そ
う
だ
か
ら
」「
か
わ
い
い
か
ら
」
と

い
う
気
持
ち
で
餌
を
与
え
た
結
果
、
猫
が

周
辺
に
居
つ
い
て
し
ま
い
、
ふ
ん
・
尿
な

ど
の
行
為
に
よ
り
、
地
域
の
方
に
と
っ
て

迷
惑
な
存
在
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
猫
に
餌
を
与
え
て
い
る
方
は
飼
い
主
と

み
な
さ
れ
、
そ
の
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
無
責
任
な
餌
や
り
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
課

　
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た　
　

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

○
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
へ
の
寄
付

　
松
雄　
昌
博　
様　
　
　
　
　
30
万
円

▼
問
合
せ
＝
経
営
企
画
課

○
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

　
小
林　
正
行　
様　
　
　
　
　
10
万
円

　
匿
名
の
方
10
人
よ
り　
　
　
計
14
万
円

▼
問
合
せ
＝
財
政
課

　
今
月
の
納
税
・
納
付（
９
月
）

○
国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　
　
第
４
期

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　
第
３
期

▼
納
期
限
＝
９
月
30
日（
水
）

　
市
税
等
の
納
税
・
納
付
に
は
、
便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
引
落
し
は
申
請
日
の
翌
月
末
以
降
と
な

　
り
ま
す
。

▼
問
合
せ=

収
納
課

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

　
　
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
特
別
徴

収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）ま
た
は
普
通
徴

収（
納
付
書
・
口
座
振
替
）で
保
険
料
を
納

付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
納
付
書

に
よ
り
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
で
、
保

険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
納
付
状
況
の
お
問
い
合
わ
せ
、
ま
た
は

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
国
保
医

療
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
明
る
く
元
気
な
あ
い
さ
つ
運
動

　
青
少
年
育
成
会
議
で
は
、
少
年
補
導
委

員
が
中
心
と
な
り
、
心
の
交
流
と
な
る
あ

い
さ
つ
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
登
校
す
る
児
童
生
徒
の
み
な
さ
ん
に
校

門
や
学
校
周
辺
の
交
差
点
で
「
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
」「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

の
声
掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
９
月
は
、
８
日（
火
）に
西
春
小
学
校
・

西
春
中
学
校
、
10
日（
木
）に
師
勝
西
小
学

校
で
あ
い
さ
つ
運
動
が
あ
り
ま
す
。
朝
の

明
る
く
元
気
な
あ
い
さ
つ
で
、
さ
わ
や
か

な
１
日
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
あ
い
さ
つ
や
声
掛
け
を
す
る
こ
と
で
、

地
域
に
お
け
る
連
帯
意
識
が
向
上
し
、
犯

罪
を
抑
止
す
る
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
地
域
の
み
な
さ
ん
も
、登
下
校
の
児
童・

生
徒
へ
温
か
な
ま
な
ざ
し
を
向
け
、
さ
わ

や
か
な
あ
い
さ
つ
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
家
庭
支
援
課

　
犬
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
る

　
抜
け
毛
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　
最
近
、
犬
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
で
抜
け
た

毛
の
飛
散
や
放
置
に
つ
い
て
の
ト
ラ
ブ
ル

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
は
、
場
所
を
考
え
て
行

い
、
抜
け
た
毛
は
、
飼
い
主
の
責
任
で
必

ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
課

お
知
ら
せ

募
　
集



催
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一
般
不
妊
治
療
費
を

　
　
　
　
　
　
　
助
成
し
ま
す

▼
対
象
＝
申
請
時
点
で
夫
ま
た
は
妻
が
市

内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
▼
対
象
期
間

＝
平
成
27
年
３
月
～
平
成
28
年
２
月
の
診

療
分
。
１
回
の
妊
娠
に
つ
い
て
、
継
続
し

て
い
る
治
療
に
対
し
て
申
請
が
で
き
ま
す

（
最
長
24
か
月
間
）。
▼
助
成
額
＝
支
払
っ

た
費
用
の
自
己
負
担
額
の
２
分
の
１
（
１

年
度
に
つ
き
５
万
円
上
限
。
１
０
０
０
円

未
満
は
切
り
捨
て
）▼
必
要
書
類
＝
○
一

般
不
妊
治
療
費
助
成
金
交
付
申
請
書
○
一

般
不
妊
治
療
受
診
等
証
明
書

○
申
請
す
る
治
療
に
係
る
領
収
書
○
同
意

書（
同
意
書
を
提
出
い
た
だ
け
な
い
場
合

は
、「
婚
姻
の
事
実
を
証
明
す
る
書
類（
戸

籍
謄
本
）」、「
住
民
票
」、「
夫
お
よ
び
妻

の
所
得
額
を
証
明
す
る
書
類（
所
得
証
明

書
）」
が
必
要
）※
転
入
の
時
期
に
よ
っ
て

は
夫
お
よ
び
妻
の
所
得
額
を
証
明
す
る
書

類
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い（
所
得
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
事
務
手
続
き
上
必
要
）。

○
印
か
ん
▼
申
込
み
＝
平
成
28
年
３
月
31

日（
木
）ま
で
に
必
要
書
類
を
持
っ
て
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
。

※
対
象
と
な
る
検
査
、
治
療
項
目
な
ど
の

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
「
振
り
込
ま
せ
な
い
」
詐
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
急
増
中

　
県
内
で
は
、
振
り
込
め
詐
欺
を
始
め
と

す
る
特
殊
詐
欺
の
被
害
額
が
、
今
年
１
月

か
ら
５
月
ま
で
に
15
億
円
を
超
え
る
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
現
金
受

取
型
な
ど
の
振
り
込
ま
せ
な
い
手
口
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

◆「
カ
ー
ド
預
か
り
ま
す
」は
詐
欺
で
す
。

◆「
携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
」「
風

邪
を
ひ
い
て
声
が
お
か
し
い
」
は
詐
欺

で
す
。

◆
「
自
分
は
行
け
な
い
の
で
、
会
社
の
同

僚
や
上
司
に
お
金
を
渡
し
て
欲
し
い
」

は
詐
欺
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
愛
知
県
西
枇
杷
島
警
察
署
☎

０
５
２（
５
０
１
）０
１
１
０
・
警
察
総
合

相
談
窓
口
☎
＃
９
１
１
０
・
消
費
者
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
☎
１
８
８

　
９
月
１
日
～
10
日
は

　
　
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

　
は
り
紙
、
は
り
札
、
立
看
板
、
広
告

板
、
広
告
塔
な
ど
の
屋
外
広
告
物
の
設
置

に
は
、
街
の
美
観
や
自
然
環
境
を
守
る
た

め
、
愛
知
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
る
一

定
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
と
き
は
、
事

前
に
施
設
管
理
課
に
相
談
し
、
規
制
内
容

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
条
例
を
守
り
、

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
施
設
管
理
課

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

　
　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

○
高
齢
者
生
活
支
援
事
業

▼
内
容
＝
掃
除
・
洗
濯
・
電
球
の
取
替
え
・

布
団
干
し
な
ど
生
活
の
手
助
け
▼
対
象
＝

市
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上
の
独
り
暮

ら
し
の
方
と
高
齢
者
世
帯
▼
料
金
＝
30
分

未
満
５
０
０
円
。
60
分
未
満
１
０
０
０
円

○
「
喫
茶
あ
け
ぼ
の
」

▼
営
業
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
～
午
後
3

時
30
分
※
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
は
午
前

11
時
ま
で（
土
、日
、祝・休
日
は
定
休
日
）

▼
と
こ
ろ
＝
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
東

支
所
内（
高
田
寺
）▼
申
込
み
＝
高
齢
者
生

活
支
援
専
用
電
話
☎（
23
）１
０
５
１
へ
。

児
童
扶
養
手
当
・
遺
児
手
当

　
届
出
は
お
済
み
で
す
か

　

次
の
各
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

で
、
現
況
届
・
所
得
状
況
届
の
提
出
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
児
童
課（
東
庁
舎
）ま

た
は
社
会
福
祉
課
福
祉
総
合
窓
口（
西
庁

舎
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

○
愛
知
県
遺
児
手
当
所
得
状
況
届

○
北
名
古
屋
市
遺
児
手
当
所
得
状
況
届

　
こ
の
手
続
き
を
さ
れ
な
い
と
、
８
月
分

以
降
の
手
当
を
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
課

　
強
風
時
の
資
源
回
収
の
お
願
い

　
強
風
に
よ
り
、
び
ん
・
缶
・
古
紙
・
古

布
な
ど
の
資
源
が
飛
散
し
て
い
る
と
の
ご

意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
特

に
台
風
接
近
な
ど
が
要
因
で
資
源
が
飛
散

し
、
周
囲
を
汚
す
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
強
風
時
は
、
次
回
の
回
収
日
に
出
す

な
ど
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
資
源
回
収
に
危
険
、
支
障
が
あ

る
と
判
断
し
た
場
合
、
回
収
を
中
止
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
資
源
集
積
所
お
よ
び
そ
の
周
辺
は
、
地

域
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
清
潔
に
保

た
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
課

　
廃
油
石
け
ん
の
無
料
配
布

　
市
で
は
、
北
名
古
屋
市
女
性
の
会
の
協

力
に
よ
り
、
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
を
リ
サ

イ
ク
ル
し
て
廃
油
石
け
ん
を
作
り
、
市
役

所
東
・
西
庁
舎
の
総
合
受
付
で
無
料
配
布

を
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
使
い
方

　
浴
槽
、
タ
イ
ル
、
洗
面
台
、
換
気
扇
、

レ
ン
ジ
廻
り
の
汚
れ
落
と
し
や
洗
濯
物
の

部
分
洗
い（
靴
下
の
汚
れ
な
ど
）に
効
果
的

で
す
。
※
皮
膚
や
食
器
へ
の
使
用
は
お
止

め
下
さ
い
。

　
使
用
後
は
、
ネ
ッ
ト
な
ど
に
入
れ
て
、

常
に
乾
か
し
て
お
く
と
長
持
ち
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
課

お
知
ら
せ
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催
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入
加
員
会
会
議
協
祉
福
会
社

　
　

た
し
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ

　

の
数
多
に
員
会
の
会
議
協
祉
福
会
社

に
誠
。
た
し
ま
き
だ
た
い
入
加
ご
が
々
方

。
た
し
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ

　

祉
福
域
地
、
は
財
浄
の
意
善
い
尊
の
こ

せ
さ
用
使
に
切
適
、
効
有
に
め
た
の
動
活

。
す
ま
き
だ
た
い
て

　

上
し
申
謝
感
り
よ
心
に
力
協
ご
の
様
皆

。
す
ま
げ

　
　
　

人
法
祉
福
会
社

　
　
　

会
議
協
祉
福
会
社
市
屋
古
名
北

　
　
　
　
　
　

長
会
　
高　
柳　
利　
清

月
８
（況
状
入
納
費
会
○

12

）
在
現
日

　

費
会
般
一

　
　

円
０
０
５
８
万
８
８
７

　

費
会
助
賛

　
　
　
　

20

円
０
０
０
６
万

　

費
会
人
法

　
　

円
０
０
０
５
万
６
９
２

　
合　
計
　
　

円
０
０
５
９
万
５
０
１
１

▼

せ
合
問

　

彰
表
０
２
０
８

　

」
０
２
０
８
「て
け
続
み
噛
で
歯
の
分
自

。
す
ま
し
を
彰
表
の
方
た
れ
さ
成
達
を

格
資
募
応
▼

80

上
以
歳

和
昭
（

11

、
で）
れ
ま
生
前
以
日
１
月
４
年を

歯
の
分
自

20

）
ん
せ
ま
い
ま
か
も
て
い
て
し
療
治
（

応
▼

法
方
募

25

）
金
（日

推
の
師
医
り
よ
に
果
結
た
し
診
受
に
で
ま

は
式
彰
表
※
。
す
ま
れ
ら
け
受
が
薦

11
月

23

。
す
ま
い
行

せ
合
問
▼

　

金
担
負
者
益
受
業
事
道
水
下

　

月
９
は
限
期
納
の
期
２
第

30
日

　

い
て
れ
さ
い
払
割
分
を
金
担
負
者
益
受

月
９
、
は
方
る

30

納
の
期
２
第
が）
水
（日

た
し
付
送
に
月
７
。
す
で
限
期

納
用
割
分

）
期
２
第
（書
付

。
い
さ
だ
く
い
払
支
お
で

方
る
い
て
れ
さ
用
利
を
替
振
座
口
、
た
ま

。
す
ま
し
い
願
お
を
認
確
の
金
貯
預
、
は

せ
合
問
▼

　

程
日
会
例
定
会
議
市

▼

き
と

前
午
も
れ
ず
い
は
間
時
（

10

）
日
初
（議
会
本
○

　
　
　

月
８

26

）
水
（日

）
問
質
般
一
（議
会
本
○

　

）
木
（日
３
月
９

日
備
予
議
会
本
○

　
　
　

）
金
（日
４
月
９

会
員
委
別
特
算
決
○

　
　

）
火
（日
８
月
９

会
員
委
別
特
算
決
○

　
　

）
水
（日
９
月
９

会
員
委
別
特
算
予
○

　
　

月
９

10

）
木
（日

月
９
会
員
委
任
常
育
教
祉
福
○

11

）
金
（日

会
員
委
任
常
設
建
○

　
　

月
９

14

）
月
（日

会
員
委
任
常
務
総
○

　
　

月
９

15

）
火
（日

別
特
討
検
等
業
事
差
交
体
立
続
連
道
鉄
○

　

会
員
委

　
　
　
　
　
　

月
９

16

）
水
（日

）
日
終
最
（議
会
本
○

　
　

月
９

24

）
木
（日

。
す
ま
り
あ
が
合
場
る
す
更
変
は
程
日
※

ろ
こ
と
▼

み
込
申
▼

た
。
へ
付
受
聴
傍
日
当
、
は
方
の
望
希
聴

は
員
定
の
聴
傍
の
会
員
委、
し
だ

10

、
で
人

時
９
前
午

30

時
９
ら
か
分

45

着
先
で
ま
分

。
す
ま
け
付
け
受
で
順

せ
合
問
▼

課

　

料
用
利
ブ
ラ
ク
童
児
・
料
育
保

　
　
　
　
　
　

》
分
月
９
《
替
振

　

。
す
ま
し
い
願
お
を
認
確
の
額
金
貯
預

▼

日
替
振

▼

せ
合
問

　

意
注
に
り
取
買
問
訪
な
引
強

　

い
と
」
る
取
い
買
も
で
何
を
品
用
不
「

　

、
で
の
た
れ
か
聞
く
こ
つ
し
と
か
い
な
は

で
円
万
１
、
ら
た
せ
見
を
輪
指
く
な
方
仕

。
す
ま
い
て
え
増
が
ル
ブ
ラ
ト
の
ど
な、
い

　

険
危
は
の
る
れ
入
に
家
を
人
い
な
ら
知

て
え
考
く
よ
か
者
業
る
き
で
用
信
。
す
で

。
い
さ
だ
く

　

お
、
ず
ま
悩
で
人
一
、
は
き
と
な
ん
こ

。
い
さ
だ
く
談
相
ご
に
軽
気

８
８

の
り
寄
最
、
と
る
す
ル
ヤ
イ
ダ
を
８
８
１

。
す
ま
し
内
案
ご
を
口
窓
談
相

せ
合
問
▼

談
相
活
生
費
消
市
屋
古
名
北
○▼

き
と

時
１
後
午）
く
除
は
始
年
末

30

30
分

ろ
こ
と
▼

）
舎
庁
東
（

容
内
▼

い
つ
に
ど
な
務
債
重
多
や
ル
ブ
ラ
ト
者
費

話
電
※
。
す
ま
し
え
答
お
え
考
に
緒
一
て

。
す
ま
き
で
談
相
も
で

せ
合
問
▼

課
政
農

公共施設利用抽選会
施設名 と　き ところ

 文化勤労会館
 大ホール（平成28年4月分）

 10月１日（木）受付 :午前８時35分～８時50分  文化勤労会館 エントランスホール 大ホール以外（12月分）
 展示室・展示コーナー（平成28年1月分）

 東公民館（12月分）  10月１日（木）受付 : 午前８時50分～ 9時  東公民館 視聴覚室

せ
ら
知
お
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
子
育
て
情
報

○
新
・
子
育
て
ク
ラ
ブ　
秋
ク
ー
ル

　
昨
年
度
ま
で
開
催
し
て
い
た
「
子
育
て

ク
ラ
ブ
」
が
、
今
年
度
よ
り
「
新
・
子
育

て
ク
ラ
ブ
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
楽
し
い

親
子
あ
そ
び
の
中
で
、
子
ど
も
と
の
付
き

合
い
方
の
手
掛
か
り
を
見
つ
け
ま
せ
ん

か
。
連
続
５
回
の
ク
ラ
ブ
を
通
し
て
友
だ

ち
も
作
り
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
９
月
３
日（
木
）・
17
日（
木
）、

10
月
１
日（
木
）・
15
日（
木
）・
29
日（
木
）

午
前
11
時
～
正
午（
受
付
：
午
前
10
時
～

10
時
15
分
、
午
前
11
時
ま
で
は
自
由
遊
び

や
体
操
）▼
と
こ
ろ
＝
各
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
▼
内
容
＝
わ
ら
べ
う
た
遊
び
、
散

歩
、
親
子
遊
び
な
ど
▼
対
象
＝
○
西
・
東

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
：
平
成
25
年
10
月

１
日
～
平
成
26
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼

児
親
子
○
南・北
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー：

平
成
25
年
４
月
２
日
～
平
成
26
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
幼
児
親
子
▼
問
合
せ
＝
各
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

○
新
・
子
育
て
ク
ラ
ブ
開
催
日
に
つ
い
て

　
新
・
子
育
て
ク
ラ
ブ
対
象
以
外
の
親
子

の
利
用
は
午
前
11
時
ま
で

と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い（
午
後
は
通
常
通
り

で
す
）。

○
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

　

１
歳
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
が
集
ま

り
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
９
月
８
日（
火
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
▼
と
こ
ろ
＝
東
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、
西
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
▼
内
容

＝
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
交
流
会
、
育
児

相
談
な
ど
。
※
東
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
管
理
栄
養
士
に
よ
る
食
育
相
談
が
あ
り

ま
す
。
▼
対
象
＝
1
歳
ま
で
の
乳
児
と
そ

の
保
護
者
、
妊
婦

○
さ
く
ら
ん
ぼ
タ
イ
ム

　
双
子
・
三
つ
子
な
ど
多
胎
児
親
子
を
対

象
と
し
た
集
ま
り
で
す
。

　
交
流
会
や
親
子
遊
び
を
通
し
て
、
育
児

の
悩
み
を
親
同
士
で
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ

う
。

▼
と
き
＝
９
月
12
日（
土
）午
前
10
時
～
11

時
30
分
▼
と
こ
ろ
＝
東
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
▼
内
容
＝
交
流
会（
管
理
栄
養
士
に

よ
る
食
育
相
談
な
ど
）▼
対
象
＝
就
園
前

の
多
胎
児
親
子
・
妊
婦
。
就
園
後
の
多
胎

児
の
親
子
も
先
輩
マ
マ
、
友
だ
ち
と
し
て

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
は
じ
め
ま
し
て
の
会

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
行
き
た
い
け

ど
、
な
か
な
か
勇
気
が
出
な
い
お
母
さ
ん

お
父
さ
ん
。
初
め
て
の
方
の
集
ま
り
な
の

で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
９
月
16
日（
水
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
▼
と
こ
ろ
＝
北
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
▼
内
容
＝
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
交

流
会
、
育
児
相
談
な
ど
▼
対
象
＝
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
初
め
て
利
用
す
る
親

子
、
妊
婦

○
親
と
子
の
子
育
て
講
座

　

子
ど
も
の
成
長
の
過
程
を
知
る
こ
と

で
、「
イ
ヤ
イ
ヤ
期
」
へ
の
対
処
の
仕
方

な
ど
、
子
育
て
の
疑
問
を
解
決
す
る
糸
口

を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
10
月
８
日（
木
）午
前
10
時
～
11

時
45
分
▼
と
こ
ろ
＝
健
康
ド
ー
ム
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
室
▼
演
題
＝
「
乳
幼
児
期
に
お

け
る
親
子
関
係
」
▼
講
師
＝
高
橋
脩
氏

（
社
会
福
祉
法
人
豊
田
市
福
祉
事
業
団
理

事
長
）▼
対
象
＝
乳
幼
児
の
父
母
▼
定
員

＝
70
人（
先
着
順
）▼
申
込
み
＝
９
月
１
日

（
火
）午
前
10
時
か
ら
各
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
・
各
保
育
園
・
各
児

童
館
へ
。
▼
問
合
せ
＝
東

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

○
出
前
子
育
て
支
援
事
業

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
近
く
に
な
い

地
域
の
方
を
対
象
に
、
出
前
子
育
て
支
援

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
に
こ
に
こ
ま
め
っ
こ

▼
と
き
＝
９
月
７
日（
月
）午
前
10
時
～
11

時
45
分
▼
と
こ
ろ
＝
中
之
郷
公
会
堂
▼
内

容
＝
新
聞
あ
そ
び
▼
問
合
せ
＝
西
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

◆
と
こ
と
こ
・
こ
め
の

▼
と
き
＝
９
月
14
日（
月
）午
前
10
時
～
11

時
45
分
▼
と
こ
ろ
＝
米
野
公
民
館
▼
内
容

＝
楽
器
あ
そ
び
▼
問
合
せ
＝
北
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー

※
駐
車
場
が
な
い
の
で
、
徒
歩
ま
た
は
自

転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

窓
口
延
長

▼
西
庁
舎
＝
毎
月
第
１・
３
金
曜
日
▼
東

庁
舎
＝
毎
月
第
２・
４
金
曜
日
午
後
7
時

30
分
ま
で（
休
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）▼

内
容
＝
戸
籍
・
住
民
票
・
税
務
な
ど
の
証

明
書
発
行
、
印
鑑
登
録
、
市
税
な
ど
の
収

納
　
質
量
計
の
定
期
検
査

　
質
量
計（
は
か
り
、
分
銅
、
お
も
り
）を

取
引
ま
た
は
証
明
に
使
用
す
る
場
合
は
、

定
期
的
に
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
、
計
量

法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
検
査
を
怠
っ
て
取
引
ま
た
は
証
明
に
使

用
す
る
と
計
量
法
違
反
行
為
と
な
り
、
処

罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
受

検
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
９
月
24
日（
木
）・
25
日（
金
）午

前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時
▼
と

こ
ろ
＝
市
役
所
東
庁
舎
南
側
駐
車
場
▼
持

ち
物
＝
質
量
計（
は
か
り
、
分
銅
、
お
も

り
を
含
む
）▼
検
査
手
数
料
＝
１
台
に
つ

き
５
０
０
円
～
（
質
量
計
の
種
類
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
）▼
問
合
せ
＝
商
工
農
政

課

お
知
ら
せ
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聞
こ
え
の
心
配
な
乳
幼
児
を

　
　
　
お
育
て
の
保
護
者
の
方
へ

　
「
音
に
反
応
し
な
い
」「
名
前
を
呼
ん
で

も
振
り
向
か
な
い
」

　
こ
の
よ
う
な
お
子
さ
ん
の
子
育
て
で
悩

ま
れ
て
い
る
保
護
者
の
方
は
、
一
日
で
も

早
く
、
県
立
一
宮
聾
学
校
の
乳
幼
児
教
育

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
聞
こ
え
と
こ
と
ば
は
３
歳
ま
で
に
そ
の

基
礎
が
確
立
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
聞
こ
え
に
よ
る
こ
と
ば
の
遅

れ
に
対
す
る
教
育
は
、
早
け
れ
ば
早
い
ほ

ど
効
果
が
上
が
り
ま
す
。
少
し
で
も
お
子

さ
ん
の
聞
こ
え
や
こ
と
ば
に
不
安
を
抱
か

れ
ま
し
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
※
相
談
、
聴
力
測
定
、
指
導
料

は
無
料
で
す
。

○
教
育
相
談
：
悩
み
や
子
育
て
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
、
聞
こ
え
に
関
す
る
簡
単
な
検

査
を
行
い
ま
す
。

○
乳
幼
児
教
室
：
聞
こ
え
や
聞
こ
え
に
よ

る
こ
と
ば
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
と

保
護
者
を
対
象
に
し
た
個
別
支
援
を
行

い
ま
す（
２
歳
児
は
、
週
１
回
の
集
団

指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
）。

○
進
路
相
談
：
難
聴
の
お
子
さ
ん
の
進
路

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
県
立
一
宮
聾
学
校
幼
稚
部
ま

た
は
教
育
相
談
担
当
☎
０
５
８
６
（
45
）

６
０
０
０
フ
ァ
ク
ス
０
５
８
６（
43
）４
４

６
２

全
国
一
斉

　
高
齢
者
・
障
害
者
の

　
　
　
　
人
権
あ
ん
し
ん
相
談

　
虐
待
な
ど
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

に
か
か
わ
る
悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
の
相

談
に
電
話
で
応
じ
ま
す
。

▼
と
き
＝
９
月
７
日（
月
）
～
13
日（
日
）

○
平
日
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

○
土
曜
日
・
日
曜
日
：
午
前
10
時
～
午

後
５
時
▼
相
談
電
話
番
号
＝
０
５
７
０

（
０
０
３
）１
１
０
▼
問
合
せ
＝
名
古
屋
法

務
局
人
権
擁
護
部
☎
０
５
２
（
９
５
２
）

８
１
１
１（
内
線
１
４
５
０
）

全
国
一
斉

　
法
務
局
休
日
相
談
所

　
法
務
局
が
所
掌
す
る
業
務（
登
記
、
筆

界
特
定
、
人
権
擁
護
お
よ
び
供
託
な
ど
）

を
は
じ
め
、
遺
言
な
ど
の
公
正
証
書
作
成

に
関
す
る
相
談
や
法
律
相
談
な
ど
、
日
常

生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
心
配
ご
と
に
つ
い

て
、
法
テ
ラ
ス
弁
護
士
、
公
証
人
お
よ
び

司
法
書
士
な
ど
が
相
談
を
受
け
ま
す
。
相

談
無
料
で
予
約
制
で
す
。

▼
と
き
＝
10
月
４
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
４
時
▼
と
こ
ろ
＝
名
古
屋
合
同
庁
舎
第

１
号
館（
名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
）▼
申
込

み
＝
名
古
屋
法
務
局
民
事
行
政
調
査
官
室

☎
０
５
２（
９
５
２
）８
１
７
０

公共施設利用抽選会（10月分）

西枇杷島警察署調べ
市内の交通事故発生状況

西枇杷島警察署調べ

市内の窃盗犯発生状況市内の窃盗犯発生状況

侵 入 盗
乗 物 盗
非侵入盗
侵入盗 : 空き巣、忍び込み等
乗物盗 : 自転車・自動車・オートバイ盗
非侵入盗 : 車上ねらい、部品ねらい、
　　　　  ひったくり等

  6 件
22 件
21 件

 7 月 累 計
86 件

112 件
197 件

平成 27 年

人身事故数は死亡事故数を含む。

 7 月 累 計

死亡事故

人身事故

物損事故

0 件 0 件
0 人 0 人

29 件 277 件
33 人 340 人

165 件 1,229 件

平成 27 年

お
知
ら
せ

施設名 と　き ところ 備　考
 総合運動広場 テニスコート  ９月５日（土）午前8時40分～  総合体育館 多目的ホール

受付は、各抽
選会の開始前
10分間です。

グラウンド
 ９月12日（土）午前8時40分～  総合体育館 大・小会議室 師勝・訓原・西春・白木・天神中学校  夜間照明

 学校施設（体育館・テニスコート）  ９月12日（土）午前９時40分～  総合体育館 大・小会議室

平成 28年度　私立幼稚園入園案内
市内の私立幼稚園では、次のとおり平成28年度の園児を募集します。
お問い合わせは、各幼稚園へ。
入園願書・案内の配付　9月 1日（火）から各幼稚園にて。
入園願書の受付　　　10月 1日（木）午前 8時から各幼稚園にて。

授業料の補助制度　私立幼稚園児には、授業料の補助制度があります。
　　　　　　　　　お問い合わせは、児童課へ。

説明会 定　員

師勝幼稚園
（井瀬木）

名古屋芸術大学付属
クリエ幼稚園
（熊之庄）

栄和幼稚園
（二子）

師勝はなの樹
幼稚園
（鹿田）

西春幼稚園
（西之保）

9 月 10日（木）
午前 9時 45分～

9月 9日（水）
午前 10時 30分～

9月 3日（木）
午前 10時 30分～

9月 3日（木）
午前 10時～

9月 11日（金）
午前 9時 45分～

3歳児　100人
4歳児　若干名
5歳児　若干名
3歳児　60人
4歳児　若干名
5歳児　若干名
3歳児　100人
4歳児　若干名
5歳児　若干名
満3歳児　若干名
3歳児　80人
4歳児　若干名
5歳児　若干名
3歳児　100人
4歳児　若干名
5歳児　若干名

☎（23）2133

☎（24）0324

☎（21）0593

☎（23）2151

☎（23）8866

問合せ説明会
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家
庭
教
育
相
談

　
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
家
庭
教
育
上

の
悩
み
を
持
つ
児
童
や
生
徒
、
保
護
者
な

ど
の
相
談
に
、電
話
で
対
応
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後

４
時
▼
連
絡
先
＝
県
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
☎
０
５
２（
９
６
１
）０
９
０
０

　

子
ど
も
・
家
庭
１
１
０
番

　
県
で
は
、
子
ど
も
に
つ
い
て
の
悩
み
を

抱
え
て
い
る
方
の
た
め
に
、
電
話
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。
お
子
さ
ん
か
ら
の
相
談
に

も
応
じ
て
い
ま
す
。
▼
と
き
＝
午
前
９
時

～
午
後
５
時（
年
中
無
休
）▼
連
絡
先
＝

電
話
相
談
子
ど
も
・
家
庭
１
１
０
番
☎

０
５
２（
９
５
３
）４
１
５
２

　
子
育
て
相
談

　
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
な
ど
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

保
健
師
・
保
育
士
に
よ
る
電
話
相
談

▼
と
き
＝
月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後

４
時
▼
連
絡
先
＝
☎（
22
）５
１
５
１

保
健
師
・
保
育
士
に
よ
る
面
接
相
談
【
予

約
制
】

▼
と
き
＝
月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後

４
時
▼
連
絡
先
＝
☎（
22
）５
１
５
１

言
語
聴
覚
士
に
よ
る
発
達
相
談【
予
約
制
】

▼
と
き
＝
月
～
金
曜
日
午
前
10
時
～
午
後

４
時
▼
連
絡
先
＝
☎（
22
）５
１
５
１

　

教
育
相
談

　
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
学
校
教
育
に

関
す
る
悩
み
な
ど
の
相
談
に
、
電
話
や
面

接
で
対
応
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
火
・
木
・
金
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
＝
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
「
パ
レ
ッ
ト
」（
東
庁
舎
分
館
）▼
連

絡
先
＝
☎（
24
）４
１
５
２

　
児
童
虐
待
相
談

　
児
童
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

ご
相
談
く
だ
さ
い（
休
日・夜
間
対
応
可
）。

▼
連
絡
先
＝
児
童
相
談
所
全
国
共
通
☎

１
８
９
、
県
中
央
児
童
・
障
害
者
相
談
セ

ン
タ
ー
☎
０
５
２
（
９
６
１
）７
２
５
０
、

市
役
所
家
庭
支
援
課
☎（
22
）１
１
１
１

　
も
の
忘
れ
相
談

　
認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
脳
の

病
気
で
、
早
期
発
見
が
大
切
で
す
。
早
く

治
療
を
始
め
る
こ
と
で
、
病
気
の
進
行
を

遅
ら
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
医
師
が
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
９
月
17
日（
木
）午
後
２
時
～
４

時
▼
と
こ
ろ
＝
市
民
相
談
室（
東
庁
舎
）▼

対
象
＝
認
知
症
に
つ
い
て
心
配
ご
と
が
あ

る
方
▼
定
員
＝
4
人（
先
着
順
）▼
申
込
み

＝
９
月
10
日（
木
）ま
で
に
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー（
高
齢
福
祉
課
内・東
庁
舎
）へ
。

　
ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー
ト
相
談

　
悩
み
や
問
題
を
抱
え
て
い
る
あ
な
た
、

保
護
者
、
ご
家
族
の
方
、
ま
ず
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
お
話
を
す
る
だ
け
で
も
一
歩
を
踏
み
出

す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
必
要
に
応
じ

て
関
係
機
関
と
の
連
携
も
行
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午

後
５
時
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
分
館
）▼
申
込
み
＝
電
話
で
家

庭
支
援
課
へ
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
青

少
年
セ
ン
タ
ー
相
談
受
付
入
力
フ
ォ
ー

ムhttp://w
w

w
.city.kitanagoya.

lg.jp/katei/inq.php

か
ら
も
申
込
み

が
可
能
で
す
。

　
精
神
障
害
者
と

　
　
　
　
家
族
の
た
め
の
相
談

　
精
神
に
障
害
を
有
す
る
方
の
自
立
と
社

会
参
加
の
促
進
を
目
的
に
、
職
業
生
活
を

体
験
で
き
る
機
会
や
場
所
の
提
供
、
日
常

生
活
の
支
援
や
困
り
ご
と
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
会（
れ
ん
こ
ん
）

の
定
例
会
を
毎
月
第
３
日
曜
日
に
行
っ
て

い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽
☎（
25
）

０
６
３
１

　
行
政
相
談

　
行
政
相
談
委
員
が
、
行
政
に
関
す
る
ご

意
見
や
ご
要
望
な
ど
を
受
け
付
け
、
そ
の

解
決
や
実
現
の
促
進
、
行
政
運
営
の
改
善

な
ど
を
図
っ
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
９
月
24
日（
木
）午
前
９
時
～
11

時
30
分
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
勤
労
会
館
会
議

室
▼
問
合
せ
＝
総
務
課

育児への不安、いじめ、児童虐待など
気軽にご相談ください！

 8 月１日現在

北名古屋市の人口

84,151 人    （＋38）

42,321 人    （＋22）

41,830 人    （＋16）

総人口

男　性

女　性

世帯数 34,901 世帯   （＋23）

（　）内は前月からの増減

相
　
談

お
知
ら
せ
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各種相談をご利用ください。詳しくは、各窓口へ。

相 談 名 とき ( 祝 ･ 休日は除く ) と こ ろ 相 談 員 問 合 せ

家庭・児童相談  月～金曜日 8:30 ～ 17:00 家庭支援課
（東庁舎分館） 市の相談員

家庭支援課母子・父子自立支援相談  月～金曜日 9:00 ～ 17:00 家庭支援課
（東庁舎分館）

市の母子・父子自
立支援員

青少年相談
※電話での相談可  月～金曜日 9:00 ～ 17:00 青少年センター

（東庁舎分館）
青少年センター
相談員

心身障害者相談
※電話での相談可  9月8日（火） 10:00 ～ 12:00 市民相談室

（東庁舎）
身体障害者相談員
知的障害者相談員 社会福祉課

障害者のための就業相談  月～金曜日 9:00 ～ 17:00 尾張中部障害者就業・
生活支援センター

就業生活支援ワー
カー

尾張中部障害者就業・　
生活支援センター
☎（68）6010

法律相談
（1組につき30分）
※予約制　9月3日（木）
　から受付開始

 9月17日（木）、10月1日（木）
 9:00 ～ 12:00

社会福祉協議会本所
相談室

弁護士
社会福祉協議会本所
☎（25）8500

※予約制の相談につい
て は、 当 月3日（祝・
休日などの場合は、翌
日以後最初の平日）か
ら受付を開始します。

※司法書士相談および
心配ごと相談につい
ては、受付期間に予約
が入らなかった場合
は開催しません。

 9月24日（木）、10月8日（木）
 9:00 ～ 12:00

総合福祉センター 
もえの丘相談室

司法書士相談
（1組につき50分）
※予約制　9月3日（木）
　から受付開始

 9月15日（火） 13:00 ～ 16:00
 受付期限：9月11日（金）

総合福祉センター 
もえの丘相談室

司法書士
 10月6日（火） 13:00 ～ 16:00
 受付期限：10月2日（金）

社会福祉協議会本所
相談室

ボランティア相談  9月16日（水） 13:30 ～ 15:30
総合福祉センター 
も え の 丘 ボ ラ ン
ティア専用室

ボランティア活
動実践者､ 社会福
祉協議会職員

心配ごと相談
(1組につき50分）
※予約制　9月3日（木）
　から受付開始

 9月19日（土） 9:00 ～ 12:00
 受付期限：9月15日（火）

社会福祉協議会本所
相談室 民生委員など

不動産取引の悩みごと相談  9月17日（木） 13:00 ～ 16:00 社会福祉協議会本所  
相談室

愛知県宅地建物
取引業協会会員

消費生活相談（消費者トラ
ブル・多重債務）

※近隣市町の相談窓口も　
利用できます

 北名古屋市  毎週水・木曜日
 13:30 ～ 16:30

ミーティングルーム
（東庁舎）

消費生活専門相談員
※電話での相談可 商工農政課

 清須市

 毎月第1 ～ 4火曜日 
 13:30 ～ 16:30

清須市役所本庁舎
相談室

消費生活専門相談員
※電話での相談可

清須市役所 産業課
☎052（400）2911

 9月9日（水） 
 18:00 ～ 20:00 清洲市民センター 司法書士

 9月26日（土） 
 10:00 ～ 12:00

清須市役所本庁舎
相談室 司法書士

 豊山町  9月16日（水） 
 13:00 ～ 15:00 豊山町役場会議室３ 消費生活相談員

※電話での相談可
豊山町役場 地域振興課
☎（28）2463

求人情報提供職業相談・
職業紹介  月～金曜日 9:00 ～ 17:00 社会福祉協議会本所

地域職業相談室
職業相談員（地域
職業相談室担当）

北名古屋市地域職業相
談室　☎（24）8689

男女共同参画を阻害する　
権利侵害の相談
※予約制

 月～金曜日 8:30 ～ 17:00 市民活動推進課
（西庁舎）

男女共同参画相
談 委 員（弁 護 士、
大学教授） 市民活動推進課

市民活動相談
※予約制  月～金曜日 8:30 ～ 17:00 市民活動推進課

（西庁舎）
市民活動相談員（NP
O 法人関係者）など

広聴相談（行政一般）
※予約制  月～金曜日 9:00 ～ 17:00 会議室など（西庁舎） 市職員 人事秘書課
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名 称 実 施 日 時 間 対 象 ・ 詳 細
母子健康手帳
発行

4か月児健診

１０か月児健診

1 歳 6 か 月 児
健診
※歯を磨いてきて

ください。
2歳児むし歯
予防教室
※歯を磨いてきて

ください。

2歳6か月児む
し歯予防教室
※歯を磨いてきて

ください。

3歳児健診
※歯を磨いてきて

ください。

育児相談・
栄養相談
母乳相談

（予約制）
発達相談

（予約制）

9月9日（水）・16日（水）
・25日（金）

4月21日～5月10日生まれ
9月11日（金）
5月11日～31日生まれ
9月25日（金）

10月21日～11月10日生まれ
9月16日（水）
11月11日～30日生まれ
9月30日（水）

9月18日（金）

8月生まれ
9月3日（木）
9月生まれ
10月1日（木）

9月17日（木）

9月10日（木）

9月30日（水）

9月30日（水）

9月2日（水）・16日（水）
・25日（金）

10：00～10：30
  受付9：40～9：55

受付12：45～13：30

受付12：45～13：30

受付12：45～13：30

受付9：15～10：00

受付9：15～10：00

受付12：45～13：30

受付9：3０～11：00

受付9：3０～11：00
　
受付9：3０～11：00

持ち物：妊娠届出書、筆記用具
内　容：母子手帳などの使い方や妊娠中の過ごし方などの説明
※実施日に参加できない方は保健センターへご連絡ください。
対　象：平成27年4月21日～5月31日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の4か月児健診問診票、

バスタオル
内　容：健診、離乳食の話
※健診終了後に離乳食講習会（入門編）を行いますので、ぜひ

ご参加ください。詳しくは、本紙30ページをご覧ください。
対　象：平成26年10月21日～11月30日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の10か月児健診問診票、

バスタオル
内　容：健診、離乳食の話、歯の話、ブックスタート（絵本の

読み聞かせ）
対　象：平成26年2月11日～28日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の1歳6か月児健診問診票、

歯ブラシ1本、タオル
内　容：健診、歯科健診、フッ化物塗布、親子遊び
対　象：平成25年8・9月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の2歳児むし歯予防教室

問診票、歯ブラシ2本、タオル
内　容：むし歯予防の話、歯科健診、染め出し、フッ化物塗布、

個別相談
対　象：平成25年3月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の2歳6か月児むし歯予防

教室問診票、歯ブラシ2本、タオル
内　容：むし歯予防の話、歯科健診、染め出し、フッ化物塗布、

個別相談
対　象：平成24年8月21日～9月10日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の３歳児健診問診票、視

力・聴力検査結果票、歯ブラシ1本、タオル
内　容：健診、尿検査、歯科健診、フッ化物塗布、親子遊び
※視力・聴力の検査は自宅で行ってきてください。
※当日、会場で尿検査を行います。
持ち物：母子健康手帳
内　容：身体計測、個別相談
持ち物：母子健康手帳

持ち物：母子健康手帳

お 知 ら せ

成人保健事業
名 称 実 施 日 時 間 対 象 ・ 詳 細

成人健康相談・
心の健康相談

14：00～15：30 持ち物：健康手帳（お持ちの方のみ）
内　容：健康相談、栄養相談、心の相談、血圧測定、尿検査

9月9日（水）

母子保健事業

※乳幼児健診・むし歯予防教室は、1時間30分～2時間ほどかかります。

　対象となる方で、実施日に水ぼうそうや手足口病など、集団感染しやすい
病気にかかっている方やかかっている恐れのある方は、保健センターまでご
連絡ください。

BCG集団接種
　と　き　9 月 8 日（火）午後 1 時 15 分～ 2 時
　ところ　健康ドーム　健康増進広場
　対　象　生後 5 か月から 8 か月未満の方
　　　　　（1 歳未満児まで可）
　申込み　9 月 1 日（火）までに保健センターへ電話予約をし

てください（個別接種を希望される方は、指定医
療機関へ予約してください）。

　※BCG の個別接種の日程および指定医療機関について
は、４月号広報折り込みの保健センター日程表および
ホームページに掲載しています。

＜特定健診・がん検診＞集団検診の第 3回申込み
　10 月に健康ドームで実施される特定健診・がん検診の受
診の申込みを開始します。
　申込期間　8 月 31 日（月）～ 9 月 4 日（金）
　　　　　　午前 8 時 30 分～午後 6 時
　申込み　予約専用コールセンター☎0120（227）976 へ。
※健診の日程など詳細については、受診券に同封した「健診ガ

イド」をご覧ください。受診券等がお手元にない方は、保健
センターまでお問い合わせください。

健康度測定スタンプラリー
　と　き　9 月 1 日（火）～ 7 日（月）
　　　　　午前 9 時 30 分～午後 4 時
　ところ　健康ドーム　元気測定室前
　内　容　脳年齢測定
　対　象　20 歳以上の市内在住の方

パパママ教室
　と　き　①9 月 6 日（日）・7 日（月）
　　　　　②10 月 4 日（日）・5 日（月）
　　　　　午前 9 時 20 分～正午（受付：午前 9 時 10 分～）
　ところ　健康ドーム　健康増進広場
　内　容　1 日目：父親の役割、妊婦体験、沐浴実習、交流会
　　　　　2 日目：分娩の経過と呼吸法、おっぱいの準備、妊

娠中の栄養について
　対　象　①平成 27 年 10 月～ 12 月出産予定の方
　　　　　②平成 27 年 11 月～平成 28 年 2 月出産予定の

方
　持ち物　母子健康手帳、筆記用具
　申込み　①は 8 月 26 日（水）から、②は 9 月 16 日（水）から

電話で保健センターへ。

離乳食講習会（入門編）～離乳食ってなあに？～
　当日乳児健診を実施しない方でも参加できます。これから離
乳食を始める方はぜひご参加ください。申込みは不要です。
　と　き　9 月 11 日（金）・25 日（金）　午後 2 時～
　※4 か月児健診後に随時行うため、時間が前後する場合が

あります。
　ところ　健康ドーム　創作ふれあいルーム
　内　容　離乳食の進め方の話と離乳食の試食

※託児が利用できます。希望する方は、開催日の 2 日前まで
に健康ドーム内の子育て支援室☎（22）0212 へお問い
合わせください。

問合せ　保健センター

編集発行　北名古屋市役所総務部人事秘書課　〒481-8531　愛知県北名古屋市西之保清水田15
☎0568（22）1111　ＦＡＸ 0568（25）1800　ホームページ http://www.city.kitanagoya.lg.jp/

母子保健事業・成人保健事業の会場は、すべて健康ドームです。
お問い合わせは、保健センター☎（23）4000 へ。

※外科の受付時間は、各医療機関によって異なりますので、あらかじめお電話でお問い合わせください。

救急病院をご紹介します「救急医療情報センター」☎（81）1133

日曜日、祝日に
　急病人が出たときは・・・休日診療

※変更になる場合があります

内科・小児科
東部休日急病診療所　北名古屋市九之坪白山３９  
☎（23）0122 受付時間（9：30～１１：３０／13：00～16：30）

西春駅

←

白山

健康ドーム
東部休日急病診療所東部休日急病診療所

東部休日急病診療所担当医
とよ山内科クリニック
にしのほう伊藤内科クリニック
さはし内科クリニック
師勝クリニック
なるみやクリニック
末沢医院
田中クリニック
ようていファミリークリニック

9/6（日）
13（日）
20（日）

21（月・祝）
22（火・休）
23（水・祝）

27（日）
10/4（日）

外科 歯科
受付時間 ※（10：00～17：00） （9：30～11：30）

外 科 歯 科 所在地所在地と　き

杉山医院
☎（28）1181

済衆館病院
☎（21）0811

安田クリニック
☎（26）2020

名古屋整形外科人工関節クリニック
☎（22）7772

やまだ整形外科・リハビリクリニック
☎（26）0055

ゆうあいリハビリクリニック
☎052（401）1611

済衆館病院
☎（21）0811

新居外科
☎（23）2200

豊山町
豊場

北名古屋市
鹿田

北名古屋市
九之坪

北名古屋市
高田寺

北名古屋市
熊之庄

清須市
一場

北名古屋市
鹿田

北名古屋市
井瀬木

早川歯科クリニック
☎（26）4618

水谷歯科医院
☎052（501）1390

なごみ歯科
☎（26）1753

石田歯科
☎052（401）8088

原歯科医院
☎（25）4188

ごとう歯科
☎052（400）8603

菱川歯科
☎（23）9795

近藤歯科
☎052（409）8389

北名古屋市
熊之庄

清須市
西枇杷島町

北名古屋市
久地野

清須市
阿原

北名古屋市
鹿田

清須市
土器野

北名古屋市
鹿田

清須市
桃栄

9/6
（日）

9/13
（日）

9/20
（日）

9/21
（月・祝）

9/22
（火・休）

9/23
（水・祝）

9/27
（日）

10/4
（日）

西部休日急病診療所　清須市西枇杷島町花咲８4
 ☎052（503）8277  
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名 称 実 施 日 時 間 対 象 ・ 詳 細
母子健康手帳
発行

4か月児健診

１０か月児健診

1 歳 6 か 月 児
健診
※歯を磨いてきて

ください。
2歳児むし歯
予防教室
※歯を磨いてきて

ください。

2歳6か月児む
し歯予防教室
※歯を磨いてきて

ください。

3歳児健診
※歯を磨いてきて

ください。

育児相談・
栄養相談
母乳相談

（予約制）
発達相談

（予約制）

9月9日（水）・16日（水）
・25日（金）

4月21日～5月10日生まれ
9月11日（金）
5月11日～31日生まれ
9月25日（金）

10月21日～11月10日生まれ
9月16日（水）
11月11日～30日生まれ
9月30日（水）

9月18日（金）

8月生まれ
9月3日（木）
9月生まれ
10月1日（木）

9月17日（木）

9月10日（木）

9月30日（水）

9月30日（水）

9月2日（水）・16日（水）
・25日（金）

10：00～10：30
  受付9：40～9：55

受付12：45～13：30

受付12：45～13：30

受付12：45～13：30

受付9：15～10：00

受付9：15～10：00

受付12：45～13：30

受付9：3０～11：00

受付9：3０～11：00
　
受付9：3０～11：00

持ち物：妊娠届出書、筆記用具
内　容：母子手帳などの使い方や妊娠中の過ごし方などの説明
※実施日に参加できない方は保健センターへご連絡ください。
対　象：平成27年4月21日～5月31日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の4か月児健診問診票、

バスタオル
内　容：健診、離乳食の話
※健診終了後に離乳食講習会（入門編）を行いますので、ぜひ

ご参加ください。詳しくは、本紙30ページをご覧ください。
対　象：平成26年10月21日～11月30日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の10か月児健診問診票、

バスタオル
内　容：健診、離乳食の話、歯の話、ブックスタート（絵本の

読み聞かせ）
対　象：平成26年2月11日～28日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の1歳6か月児健診問診票、

歯ブラシ1本、タオル
内　容：健診、歯科健診、フッ化物塗布、親子遊び
対　象：平成25年8・9月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の2歳児むし歯予防教室

問診票、歯ブラシ2本、タオル
内　容：むし歯予防の話、歯科健診、染め出し、フッ化物塗布、

個別相談
対　象：平成25年3月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の2歳6か月児むし歯予防

教室問診票、歯ブラシ2本、タオル
内　容：むし歯予防の話、歯科健診、染め出し、フッ化物塗布、

個別相談
対　象：平成24年8月21日～9月10日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の３歳児健診問診票、視

力・聴力検査結果票、歯ブラシ1本、タオル
内　容：健診、尿検査、歯科健診、フッ化物塗布、親子遊び
※視力・聴力の検査は自宅で行ってきてください。
※当日、会場で尿検査を行います。
持ち物：母子健康手帳
内　容：身体計測、個別相談
持ち物：母子健康手帳

持ち物：母子健康手帳

お 知 ら せ

成人保健事業
名 称 実 施 日 時 間 対 象 ・ 詳 細

成人健康相談・
心の健康相談

14：00～15：30 持ち物：健康手帳（お持ちの方のみ）
内　容：健康相談、栄養相談、心の相談、血圧測定、尿検査

9月9日（水）

母子保健事業

※乳幼児健診・むし歯予防教室は、1時間30分～2時間ほどかかります。

　対象となる方で、実施日に水ぼうそうや手足口病など、集団感染しやすい
病気にかかっている方やかかっている恐れのある方は、保健センターまでご
連絡ください。

BCG集団接種
　と　き　9 月 8 日（火）午後 1 時 15 分～ 2 時
　ところ　健康ドーム　健康増進広場
　対　象　生後 5 か月から 8 か月未満の方
　　　　　（1 歳未満児まで可）
　申込み　9 月 1 日（火）までに保健センターへ電話予約をし

てください（個別接種を希望される方は、指定医
療機関へ予約してください）。

　※BCG の個別接種の日程および指定医療機関について
は、４月号広報折り込みの保健センター日程表および
ホームページに掲載しています。

＜特定健診・がん検診＞集団検診の第 3回申込み
　10 月に健康ドームで実施される特定健診・がん検診の受
診の申込みを開始します。
　申込期間　8 月 31 日（月）～ 9 月 4 日（金）
　　　　　　午前 8 時 30 分～午後 6 時
　申込み　予約専用コールセンター☎0120（227）976 へ。
※健診の日程など詳細については、受診券に同封した「健診ガ

イド」をご覧ください。受診券等がお手元にない方は、保健
センターまでお問い合わせください。

健康度測定スタンプラリー
　と　き　9 月 1 日（火）～ 7 日（月）
　　　　　午前 9 時 30 分～午後 4 時
　ところ　健康ドーム　元気測定室前
　内　容　脳年齢測定
　対　象　20 歳以上の市内在住の方

パパママ教室
　と　き　①9 月 6 日（日）・7 日（月）
　　　　　②10 月 4 日（日）・5 日（月）
　　　　　午前 9 時 20 分～正午（受付：午前 9 時 10 分～）
　ところ　健康ドーム　健康増進広場
　内　容　1 日目：父親の役割、妊婦体験、沐浴実習、交流会
　　　　　2 日目：分娩の経過と呼吸法、おっぱいの準備、妊

娠中の栄養について
　対　象　①平成 27 年 10 月～ 12 月出産予定の方
　　　　　②平成 27 年 11 月～平成 28 年 2 月出産予定の

方
　持ち物　母子健康手帳、筆記用具
　申込み　①は 8 月 26 日（水）から、②は 9 月 16 日（水）から

電話で保健センターへ。

離乳食講習会（入門編）～離乳食ってなあに？～
　当日乳児健診を実施しない方でも参加できます。これから離
乳食を始める方はぜひご参加ください。申込みは不要です。
　と　き　9 月 11 日（金）・25 日（金）　午後 2 時～
　※4 か月児健診後に随時行うため、時間が前後する場合が

あります。
　ところ　健康ドーム　創作ふれあいルーム
　内　容　離乳食の進め方の話と離乳食の試食

※託児が利用できます。希望する方は、開催日の 2 日前まで
に健康ドーム内の子育て支援室☎（22）0212 へお問い
合わせください。

問合せ　保健センター

編集発行　北名古屋市役所総務部人事秘書課　〒481-8531　愛知県北名古屋市西之保清水田15
☎0568（22）1111　ＦＡＸ 0568（25）1800　ホームページ http://www.city.kitanagoya.lg.jp/

母子保健事業・成人保健事業の会場は、すべて健康ドームです。
お問い合わせは、保健センター☎（23）4000 へ。

※外科の受付時間は、各医療機関によって異なりますので、あらかじめお電話でお問い合わせください。

救急病院をご紹介します「救急医療情報センター」☎（81）1133

日曜日、祝日に
　急病人が出たときは・・・休日診療

※変更になる場合があります

内科・小児科
東部休日急病診療所　北名古屋市九之坪白山３９  
☎（23）0122 受付時間（9：30～１１：３０／13：00～16：30）

西春駅

←

白山

健康ドーム
東部休日急病診療所東部休日急病診療所

東部休日急病診療所担当医
とよ山内科クリニック
にしのほう伊藤内科クリニック
さはし内科クリニック
師勝クリニック
なるみやクリニック
末沢医院
田中クリニック
ようていファミリークリニック

9/6（日）
13（日）
20（日）

21（月・祝）
22（火・休）
23（水・祝）

27（日）
10/4（日）

外科 歯科
受付時間 ※（10：00～17：00） （9：30～11：30）

外 科 歯 科 所在地所在地と　き

杉山医院
☎（28）1181

済衆館病院
☎（21）0811

安田クリニック
☎（26）2020

名古屋整形外科人工関節クリニック
☎（22）7772

やまだ整形外科・リハビリクリニック
☎（26）0055

ゆうあいリハビリクリニック
☎052（401）1611

済衆館病院
☎（21）0811

新居外科
☎（23）2200

豊山町
豊場

北名古屋市
鹿田

北名古屋市
九之坪

北名古屋市
高田寺

北名古屋市
熊之庄

清須市
一場

北名古屋市
鹿田

北名古屋市
井瀬木

早川歯科クリニック
☎（26）4618

水谷歯科医院
☎052（501）1390

なごみ歯科
☎（26）1753

石田歯科
☎052（401）8088

原歯科医院
☎（25）4188

ごとう歯科
☎052（400）8603

菱川歯科
☎（23）9795

近藤歯科
☎052（409）8389

北名古屋市
熊之庄

清須市
西枇杷島町

北名古屋市
久地野

清須市
阿原

北名古屋市
鹿田

清須市
土器野

北名古屋市
鹿田

清須市
桃栄

9/6
（日）

9/13
（日）

9/20
（日）

9/21
（月・祝）

9/22
（火・休）

9/23
（水・祝）

9/27
（日）

10/4
（日）

西部休日急病診療所　清須市西枇杷島町花咲８4
 ☎052（503）8277  


